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高槻市コールセンター高槻市コールセンター

市の手続きや制度、催しなどは市の手続きや制度、催しなどは

午前８時 午後９時午前８時 午後９時
（年中無休）（年中無休）

おかけ間違いにご注意くださいおかけ間違いにご注意ください

広報たかつきは、市ホーム

ページでご覧いただけます

広報たかつきは、市ホーム

ページでご覧いただけます

２・３面 臨時福祉給付金
・子育て世帯臨時特例
給付金、（仮称）安満遺
跡公園市民活動プロジ
ェクトなど

４・５面 ごみの減量、子
育て支援など

８ 面 お知らせ、傍聴
できます、公民館、催
し、伝言板など

面 フォトニュース、市
広報番組案内など

来年度の市職員を募集来年度の市職員を募集
（４面）（４面）

ヒノキの間伐ヒノキの間伐

見
つ
め
直
そ
う
森森森森森森森森森森森森森
ととととととととととととと
人人人人人人人人人人人人人
ととととととととととととと
ののののののののののののの
つつつつつつつつつつつつつ
ななななななななななななな
ががががががががががががが
りりりりりりりりりりりりり

森
と
人
と
の
つ
な
が
り

６
７
面
へ
続
く

６
７
面
へ
続
く

か
つ
て
、
木
の
実
や
山
菜
摘

み
を
し
て
食
料
を
調
達
す
る
な

ど
、
森
林
と
人
は
共
に
生
き
て

い
ま
し
た
。
人
び
と
は
森
林
に

入
っ
て
木
を
切
り
、
燃
料
や
建

材
に
す
る
な
ど
、
生
活
の
中
で

適
度
に
木
を
伐
採
す
る
こ
と
で

お
の
ず
と
森
林
の
管
理
が
で
き

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
近
年
、
林
業
に
携
わ

る
人
の
高
齢
化
、
産
業
構
造
の

変
化
な
ど
に
よ
り
、
森
林
に
人

の
手
が
入
る
機
会
が
減
少
し
、

機
能
の
低
下
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

ま
す
。

手
入
れ
が
行
き
届
か
な
く
な

っ
た
森
林
は
、
太
陽
の
光
が
地

面
に
届
か
ず
、
植
物
が
生
え
に

く
く
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と

表
土
が
痩
せ
て
保
水
力
を
失

い
、
洪
水
や
土
砂
災
害
な
ど
を

引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
し
た
危
険
を
回
避
す
る

た
め
に
も
森
林
の
手
入
れ
が
必

要
で
す
。
６
・
７
面
で
は
、
森

を
守
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

す
。

台
風
・
豪
雨
時
の
河
川
水
位
の
上
昇
に
よ
る
洪
水
や

渇
水
期
の
水
不
足
。
こ
れ
ら
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
す

事
象
は
、
人
の
暮
ら
し
と
森
林
と
の
関
わ
り
が
希
薄
に

な
り
、
森
林
の
手
入
れ
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
原
因

の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
の
総
面
積
の
う
ち
約
半
分
を
占
め
る
森
林
。
こ
の

森
林
が
直
面
し
て
い
る
手
入
れ
不
足
と
い
う
深
刻
な
問

題
を
少
し
で
も
解
消
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
人
た

ち
が
い
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る

森
林
と
の
つ
な
が
り
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

関関大大生生がが制制作作

ママナナーーアアッッププポポススタターー
ババスス車車内内にに掲掲示示

ババススのの乗乗車車ママナナーーアアッッププにに役役立立てて
よよううとと、、関関西西大大学学のの学学生生がが啓啓発発ポポスス
タターーをを制制作作。。現現在在、、市市営営ババススのの車車内内
でで掲掲示示ししてていいまますす。。

展展示示ススケケジジュューールル

桃桃園園ギギャャララリリーー

ええききちちかかギギャャララリリーー

展展示示館館けけややきき

展展示示ホホーールル

交交流流ギギャャララリリーーははななみみずずきき

市市広広報報番番組組案案内内

情情報報
ワワイイドドたたかかつつきき

○○５５月月 日日 ままでで放放送送

○○６６月月１１日日 ９９日日 放放送送

市市とと高高槻槻商商工工会会議議所所

市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

・
は
に
た
ん
と
一
緒
に
あ
い
さ

つ
を
し
な
が
ら
、
運
動
を

啓
発
す
る
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
を
配
布
。
登
校
し

て
き
た
生
徒
や
、
通
り
が

か
っ
た
住
民
か
ら
笑
顔
と

元
気
な
あ
い
さ
つ
が
返
っ

て
き
て
い
ま
し
た
。

同
校
で
は
、
約

年
前

か
ら
月
に
３
回
あ
い
さ
つ

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
た

こ
と
か
ら
、
生
徒
自
ら
同

運
動
の
啓
発
チ
ラ
シ
や
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
制

作
。
市
内
の
全
児
童
・
生

徒
に
配
布
し
、
は
に
た
ん

あ
い
さ
つ
デ
ー
へ
の
参
加

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

今
後
、同
運
動
は
、は
に

た
ん
の

は

と

に

の

８

と

２

に
ち
な
ん

で
、
毎
月

日
に
小
・
中

学
校
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

問
合
先

教
育
指
導
課
（

・
７
６
３
１
）

市
内
の
小
・
中
学
校
で
児

童
生
徒
ら
が
正
門
に
立
ち
、登

校
す
る
友
達
に

お
は
よ

う

と
、
元
気
に
声
を
掛

け
合
う
朝
の
あ
い
さ
つ
運

動

は
に
た
ん
あ
い
さ
つ

デ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。

同
運
動
は
、
今
年
２
月

に
全
小
・
中
学
校
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
た

児
童

生
徒
議
会

で
の
子
ど
も

た
ち
の
提
案
が
実
現
し
た

も
の
。
冠
中
学
校
区
と
第

十
中
学
校
区
の
グ
ル
ー
プ

が
、
元
気
に
あ
い
さ
つ
を

交
わ
す
こ
と
で
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
、

い
じ
め
問
題
な
ど
の
解
消

に
つ
な
げ
た
い
と
提
案
し

て
い
ま
し
た
。

４
月

日
、
市
立
小
・

中
学
校
で
、
は
に
た
ん
あ

い
さ
つ
デ
ー
を
一
斉
に
ス

タ
ー
ト
。
冠
中
学
校
の
正

門
で
は
、
生
徒
会
の
メ
ン
バ
ー

が
並
び
、
応
援
に
駆
け
つ
け
た

小・中学校でスタート（冠中学校）

児童生徒議会の提案が実現
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９９
月月
号号
かか
らら
受受
付付
期期
限限
をを
変変
更更

ススポポーーツツ

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
。

平
成

年
１
月
１
日
現
在
、
高

槻
市
に
住
民
票
が
あ
る

年

１
月
分
の
児
童
手
当
・
特
例
給

付
を
受
給
し
て
い
る

年
の

所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制
限

限
度
額
に
満
た
な
い

支
給
対
象
者

支
給
対
象
者

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

平
成

年
１
月
分
の
児
童
手
当

・
特
例
給
付
の
対
象
と
な
る
児

童

※
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対

象
児
童
や
生
活
保
護
を
受
給
し

て
い
る
児
童
な
ど
は
除
く

支
給
額

支
給
額

対
象
児
童

対
象
児
童

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
。

平
成

年
１
月
１
日
現
在
、
高

槻
市
に
住
民
票
が
あ
る

年

度
分
の
市
民
税
（
均
等
割
）
が

非
課
税

※
課
税
者
の
扶
養
親

族
や
生
活
保
護
受
給
者
な
ど
は

除
くな

お
、
具
体
的
な
個
人
の
課

税
内
容
は
個
人
情
報
に
当
た
る

た
め
、
本
人
確
認
が
で
き
な
い

電
話
や
メ
ー
ル
で
は
回
答
で
き

ま
せ
ん
。
課
税
者
に
は

市
・

府
民
税
納
税
通
知
書

ま
た
は

市
・
府
民
税
特
別
徴
収
税
額

の
決
定
通
知
書

が
届
き
ま
す

（
８
面
参
照
）
。

支
給
対
象
者

支
給
対
象
者

１
人
に
つ
き
１
万
円

※
左
記
の
加
算
対
象
者
に
は
５

千
円
を
加
算

の
い
ず
れ
か
を
受
給
し

て
い
る
人
。

老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎

年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
な
ど

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

特
別
障
害
者
手
当

経
過
的
福
祉
手
当

原
爆
被
爆
者
諸
手
当

支
給
額

支
給
額

加
算
対
象
者

加
算
対
象
者

４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
に
伴
い
、
２
つ
の
臨
時

的
な
給
付
措
置
を
実
施
し
ま

す
。給

付
措
置
は
、
所
得
の
低
い

人
へ
の
負
担
を
考
慮
し
た

臨

時
福
祉
給
付
金

と
、
子
育
て

世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
し
、
消

費
の
下
支
え
を
図
る
た
め
の

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金

の
２
種
類
。
そ
れ
ぞ
れ
の

支
給
対
象
な
ど
は
、
左
欄
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
ど
ち
ら
か
１

つ
だ
け
で
、
両
方
の
対
象
と
な

る
場
合
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金

が
優
先
さ
れ
ま
す
。
支
給
は
１

回
限
り
で
す
。

な
お
、
平
成

年
１
月
１
日

現
在
で
高
槻
市
に
住
民
票
の
な

い
人
は
、
１
月
１
日
現
在
で
住

民
票
の
あ
る
市
町
村
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

給
付
金
の
申
請
期
間
は
７
月

１
日

か
ら

月

日

ま
で

で
、
原
則
、
郵
送
で
の
申
請
と

な
り
ま
す
。

市
で
は
現
在
、
申
請
の
受
付

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
詳
し

い
申
請
方
法
な
ど
は
、
本
紙
６

月

日
号
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
先

厚
生
労
働
省

２
つ
の
給
付
金

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（

０
５
７
０

・

・

）

市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（

・

７
１
１
１
）

健
康
福
祉
政
策
課
臨
時
給
付
金

チ
ー
ム
（

・
７
３
２
０
）

問
合
先

厚
生
労
働
省

２
つ
の
給
付
金

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（

０
５
７
０

・

・

）

市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（

・

７
１
１
１
）

健
康
福
祉
政
策
課
臨
時
給
付
金

チ
ー
ム
（

・
７
３
２
０
）

詐欺にご注意詐欺にご注意

市から問い合わせ

電話はありません
現在市は、給付金申請の受付

準備中のため、市から市民の皆
さんへ問い合わせなどの電話を
することはありません。市町村
の職員などをかたった電話は、
振り込め詐欺や個人情報の詐取
を狙った詐欺の可能性がありま
す。迷わず、消費生活センター
（ ）、最寄りの警察署
（または警察専用電話＃ ）に
ご連絡ください。

防
災
行
政
無
線
（
パ
ン
ザ
マ

ス
ト
）
の
放
送
を
屋
内
で
も
聞

く
こ
と
が
で
き
る

‥

（
ジ
ェ
イ
コ
ム
）
防
災
情
報

サ
ー
ビ
ス

を
、
ジ
ェ
イ
コ
ム

ウ
エ
ス
ト
高
槻
局
が
８
月
１
日

か
ら
開
始
し
ま
す
。

市
で
は
、
市
内
各
所
に
パ
ン

ザ
マ
ス
ト
を
設
置
し
、
災
害
時

に
避
難
勧
告
な
ど
の
情
報
を
放

送
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
豪
雨

時
な
ど
の
屋
内
で
は
聞
こ
え
に

く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
同
サ

ー
ビ
ス
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
回
線
を
利
用
し
、
市
の
防
災

行
政
無
線
の
放
送
を
各
家
庭
の

専
用
端
末
機
へ
配
信
し
ま
す
。

基
本
工
事
費
の

一
部
を
補
助

同
サ
ー
ビ
ス
は
ジ
ェ
イ
コ
ム

ウ
エ
ス
ト
高
槻
局
が
提
供
す
る

も
の
で
、
右
下
表
の
と
お
り
、

専
用
端
末
機
の
設
置
費
用
（
基

本
工
事
費
）
と
月
額
利
用
料
金

が
必
要
で
す
。

こ
れ
に
合
わ
せ
市
は
、
右
表

の
と
お
り
、
基
本
工
事
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、

専
用
端
末
機
と
ほ
か
の
有
料
サ

ー
ビ
ス
を
同
時
申
し
込
み
す
る

場
合
な
ど
は
補
助
対
象
外
で

す
。
申
請
期
限
は
来
年
２
月

日

。
申
請
方
法
な
ど
は
、
同

局
へ
の
申
し
込
み
時
に
渡
す
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
補
助
制
度
に
つ
い
て

の
詳
細
は
、
危
機
管
理
室
（

・
７
３
１
４
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

同
サ
ー
ビ
ス
へ
の
加
入
申
し

込
み
開
始
は
６
月
１
日

か
ら

で
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
や
申

し
込
み
に
つ
い
て
は
、
市
内
の

‥

シ
ョ
ッ
プ
ま
た

は
、
６
月
１
日
か
ら
開
設
さ
れ

る

‥

防
災
情
報
サ

ー
ビ
ス

専
用
番
号
（

０
１

２
０
・

・

）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
家
庭
の
専
用
端
末
機
へ
配
信

屋
内
で
防
災
行
政
無
線

屋
内
で
防
災
行
政
無
線

身
近
な
相
談
役
と
し
て
市
内

に
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
次
の
５
人
の
行
政
相
談
委
員

が
い
ま
す
。
国
な
ど
の
行
政
に

つ
い
て
困
っ
た
こ
と
、
要
望
し

た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
近
く

の
相
談
委
員
（
下
記
）
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
祝
日
を
除
く
毎
週

木
曜
日
午
後
１
時

３
時
に
総

合
セ
ン
タ
ー

階
相
談
コ
ー
ナ

ー
で
行
政
相
談
所
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

相
談
委
員
氏
名（
敬
称
略
）・
住

所
・
電
話
番
号

尾

勉
（
郡

家
新
町

番
６
号

・
０
２

４
３
）

神
林
久
子
（
日
吉
台

三
番
町
４
番

号

・
５
７

１
０
）

近
藤
眞
道
（
大
字
原

３
３
０
１
番
地
の
１

・
０

７
８
８
）

本
忠
嗣
（
東
五

百
住
町
三
丁
目

番

号

・
３
８
０
１
）
掛
川
文
子（
芥

川
町
一
丁
目
２
番

２
４
０

５
号

・
４
０
８
７
）

問
合
先

市
民
生
活
相
談
課

（

・
７
１
３
０
）

身
近
な
相
談
役
の
行
政
相
談
委
員
へ

月
号

広
報
た
か
つ
き
は
冊
子
に

本
紙

広
報
た
か
つ
き

が

９
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

４
サ
イ
ズ
の
冊
子
型
に
な
り

ま
す
。
ま
た
発
行
は
、
毎
月
１

回
、１
日
の
発
行
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
新
聞
型
の
発
行
は
、

８
月

日
号
ま
で
で
す
。
８
月

日
号
は
発
行
せ
ず
、
９
月
号

（
９
月
１
日
発
行
）
か
ら
冊
子

型
広
報
誌
を
配
布
し
ま
す
。

新
し
い
広
報
誌
の
内
容
は
、

本
紙
８
月

日
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
な
お
、
配
布
方
法
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
、
発
行
日

ま
で
に
、
市
内
の
全
世
帯
に
宅

配
し
ま
す
。

問合先

営
業
広
報
室

・
７
３
０
６

問合先

基本工事費 月額利用料金と
市の補助限度額

※月額利用料金は補助対象外
※別途工事費がかかる場合があります

未加入者 加入者

基本工事費（税込） 円 円

基本工事費の
補助限度額

円 円

月額利用料金（税込） 円 円

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

臨
時
福
祉
給
付
金

臨
時
福
祉
給
付
金

２
つ
の
給
付
金

２
つ
の
給
付
金

２
つ
の
給
付
金

２
つ
の
給
付
金

現
在
は
申
請
受
付
準
備
中

毒
ガ
ス
障
害
者
対
策
手
当

ガ
ス
障
害
者
対
策
手
当

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
健
康

被
害
救
済
給
付
金

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
健
康
被
害
救
済
給
付
金

医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
制

度
の
副
作
用
救
済
給
付
ま
た
は

生
物
由
来
製
品
感
染
等
被
害
救

済
制
度
の
感
染
救
済
給
付

※

は
平
成

年
３
月
分
の
受

給
権
が
あ
り
、
４
月
分
ま
た
は

５
月
分
の
年
金
の
支
払
い
が
あ

る
人
が
対
象

※

は

年
１
月
分
を
受

給
し
て
い
る
人
が
対
象
（
一
部

制
限
あ
り
）

※
複
数
の
加
算
措
置
に
該
当
す

る
場
合
も
、
加
算
額
は
１
人
に

つ
き
５
千
円

子 育 て 世 帯
臨時特例給付金

対象者

１月分の児童手当の受給者
※児童手当の所得制限限度額以上の
人や生活保護受給者などは除く

子ども１人につき１万円

対象者

１月分の児童手当の受給者
※児童手当の所得制限限度額以上の
人や生活保護受給者などは除く

臨時福祉給付金

対象者

住民税の非課税者
※課税者の扶養親族や生活保護受給者
などは除く

１人につき１万円
※年金や児童扶養手当などの受給者は

１万５千円

対象者

住民税の非課税者
※課税者の扶養親族や生活保護受給者
などは除く
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ハハ
ググ
ロロ
トト
ンン
ボボ

しし
らら
べべ
隊隊
調調
査査
会会

精精
神神
障障
がが
いい
者者

交交
流流
ババ
スス
ツツ
アア
ーー

中中
央央
図図
書書
館館
朗朗
読読
会会

旬旬
をを
味味
わわ
うう

じじ
ゃゃ
がが
いい
もも
掘掘
りり

家家
族族
でで
アア
ウウ
トト
ドド
アア

クク
ッッ
キキ
ンン
ググ

京京
都都
大大
学学
阿阿
武武
山山
地地
震震

観観
測測
所所
一一
般般
見見
学学
会会

唐唐
崎崎
わわ
んん
どど
観観
察察
会会

モモ
リリ
アア
オオ
ガガ
エエ
ルル

とと
のの
出出
会会
いい

琴琴
緑緑
会会
大大
正正
琴琴

チチ
ャャ
リリ
テテ
ィィ
ーー
演演
奏奏
会会

市市
ささ
つつ
きき
会会
講講
習習
会会

関関
西西
大大
学学
法法
律律
相相
談談
所所

無無
料料
法法
律律
相相
談談

市市
新新
人人
演演
奏奏
会会

狂狂
言言
をを
楽楽
しし
むむ

徳徳
讃讃
会会

市市
営営
ババ
スス
運運
転転
士士

（（
非非
常常
勤勤
職職
員員
））

スス
クク
ーー
ルル
ソソ
ーー
シシ
ャャ
ルル

ワワ
ーー
カカ
ーー

摂摂
津津
峡峡
青青
少少
年年
キキ
ャャ
ンン
ププ
場場

管管
理理
指指
導導
員員
（（
非非
常常
勤勤
職職
員員
））

高高槻槻散散策策ママッッププ

●●各各記記事事中中のの 先先着着 はは当当日日直直接接、、会会場場へへ ●●各各記記事事中中ののははががききででのの申申しし込込みみはは、、８８面面上上欄欄のの例例参参照照

資
格

公
園
の
理
念
な
ど
に
賛

同
し
、
５
回
の
講
座
（
下
欄
）

や
活
動
に
参
加
で
き
る
人
（
原

応
募
概
要

応
募
概
要

則
日
曜
日
の
午
前
に
開
催
）

費
用

無
料

※
交
通
費
・
材

料
費
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険

円
が
必
要

募
集
人
数

人（
多
数
抽
選
）

応
募
方
法

６
月
９
日
（
月
・

必
着
）
ま
で
に
、
電
子
申
込
か

直
接
ま
た
は
、
郵
送
か
フ
ァ
ク

ス
で
、
応
募
動
機
・
市
民
活
動

に
対
す
る
思
い
（

字
以
内
、

様
式
自
由
）
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

安
満
遺
跡
公
園
整
備
室
（
〒

・
８
５
０
１
住
所
不
要

・

３
１
２
５
）
へ

市
民
活
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

メ
ン
バ
ー
を
募
集

（仮称）

安 満 遺 跡 公 園安 満 遺 跡 公 園
開園前から開園前から

開園前からいろいろなプログラムを考え、実行していきます

市
は
、
平
成

年
に
１
次
開
園
を
予
定
し
て
い
る
（
仮
称
）
安
満
遺
跡
公
園
の
整
備
に
つ
い

て
、

市
民
と
と
も
に
育
て
つ
づ
け
る
公
園

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
公
園
づ
く
り
に
参
加
し
、

実
際
に
活
動
す
る
市
民
を
募
集
し
ま
す
。
今
号
で
は
、
開
園
前
か
ら
自
分
た
ち
で
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
考
え
、
実
践
し
て
い
く

市
民
活
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

将
来
展
開
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な
ど

市
は
、
同
公
園
整
備
に
向
け

て
、
３
月
に
構
想
を
策
定
し
、

公
園
づ
く
り
の
柱
と
な
る
理
念

と
目
標
像
を
定
め
ま
し
た
。
理

念
で
は
、
安
満
遺
跡
と
京
大
農

場
跡
地
の
歴
史
・
環
境
資
産
を

生
か
し
て
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
公
園
を
市
民
と
と
も
に
育

て
続
け
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま

す
。今

回
募
集
す
る
市
民
活
動
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
に
は

同
理
念
な
ど
に
沿
っ
て
、
歴
史

や
防
災
、
自
然
、
遊
び
な
ど
、

将
来
公
園
で
展
開
で
き
る
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
企
画
・
実
施
し
て
も
ら
い

ま
す
（
左
表
）
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
開
始
時
に
は
、
公
園
に
つ
い

て
の
基
礎
的
な
知
識
を
学
ぶ
講

座
も
あ
り
ま
す
（
左
欄
）
。

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
公
園

づ
く
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
意
欲
あ
る
人
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

活動項目�

①講座の受講�

③試行活動�

市民活動プロジェクトのスケジュール�

①大学の先生や市民団体が講師となり、公園づくりに必要な基礎的な知識を講義形式で�
学ぶ（日程は上記）�
②学んだ知識を生かして、開園前からできるプログラムを企画�
③企画したプログラムを試行�

②プログラム企画�

6月� 1月� 2月� 3月�7月� 8月� 9月� 10月�11月�12月�

●
６
月

日

（
仮
称
）

安
満
遺
跡
公
園
に
つ
い
て
知

ろ
う

●
７
月
６
日

史
跡
安
満

遺
跡
を
学
ぼ
う

●
７
月

日

公
園
を
活

用
し
た
安
全
・
安
心
を
考
え

よ
う

●
８
月

日

市
民
参
画

で
育
て
よ
う

●
９
月
頃

活
動
し
て
い
る

人
の
話
を
聞
こ
う

※
い
ず
れ
も
午
前
９
時

正

午
。
会
場
は
市
役
所
、
公
園

計
画
地
な
ど

６
月
１
日

人
権
擁
護
委
員
の
日

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委

員
の
日

で
す
。
市
内
に
は
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

人

の
人
権
擁
護
委
員（
左
欄
）が
市

民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相

手
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

人
権
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
こ

と
や
、心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

電
話
な
ど
で
お
近
く
の
人
権
擁

護
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
相
談
を
実
施

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
特
設

相
談
を
実
施
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
当
日
直

接
、
会
場
へ
。
電
話
相
談
（

・
３
７
４
８
）
も
可
。

【
人
権
特
設
相
談
】

日
程

原
則
毎
月
第
２
土
曜
日

の
午
後
２
時

４
時
（
６
月
は

１
日

午
後
２
時

４
時
）

会
場

ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻

【
人
権
擁
護
委
員
】

氏
名
（
敬
称
略
、

音
順
）

芦
谷
原
外
美
子
（
如
是
町

番

５
号

・
２
７
６
３
）

五

十
島
順
子
（
南
平
台
一
丁
目

番

号

・
５
１
３
４
）

井
出
正
夫
（
古
曽
部
町
二
丁
目

番

号

・
１
４
４
８
）

伊
藤
祠
子
（
芝
生
町
二
丁
目

５
番

号

・
９
０
５
０
・

２
９
５
０
）

牛
尾
曜
子
（
高

槻
町
９
番

号

・
６
２
９

７
）

川
村
俊
明
（
安
岡
寺
町

三
丁
目
９
番

号

・
２
３

４
７
）

北
元
勝
（
唐
崎
中
四

丁
目

番

号

・
５
３
７

６
）

坂
田
光
雄
（
三
島
江
二

丁
目

番

号

・
２
１
０

環
境
保
全
、
雇
用
維
持
な
ど

市
は
、
工
場
の
操
業
環
境
の

改
善
と
周
辺
住
環
境
の
保
全
の

た
め
、
市
内
の
中
小
企
業
者
が

行
う
防
音
・
防
振
・
防
臭
事
業

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
周
辺
住

民
と
良
好
な
関
係
を
築
く
た

め
、
同
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
、

雇
用
の
維
持
と
税
収
確
保
の
た

め
、
企
業
の
操
業
に
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

申
込
期
間

来
年
３
月

日

ま
で

補
助
金
額

対
象
経
費
の

％

※
上
限
５
０
０
万
円

対
象
事
業
者

市
内
に
製
造
拠

点
ま
た
は
、
研
究
施
設
が
あ
る

次
の
業
種
の
中
小
企
業
者
。
製

造
業

情
報
通
信
業

学
術
・

開
発
研
究
機
関

輸
送
・
保
管

・
包
装
な
ど
を
総
合
的
に
行
う

事
業

対
象
経
費

据
置
型
空
調
設
備

の
設
置

外
壁
の
断
熱
塗
装

室
内
発
電
機
の
設
置
場
所
変
更

防
音
効
果
の
あ
る
建
物
・
建

物
付
き
設
備
な
ど
の
設
置

防

音
・
防
振
・
防
臭
設
備
の
設
置

臭
気
を
低
減
す
る
た
め
の
改

修
工
事
な
ど

※
平
成

年
３

月

日

ま
で
に
導
入
・
改
修

・
支
払
い
が
完
了
す
る
も
の
に

限
り
ま
す
。
空
調
設
備
の
買
い

替
え
は
補
助
対
象
に
含
ま
れ
ま

せ
ん

株
式
会
社
中
島
電
機
製
作
所

（
寿
町
一
）
は
、
昭
和

年
に

北
昭
和
台
町
で
創
業
し
、
平
成

９
年
に
株
式
会
社
化
。

年
に

現
在
の
社
屋
へ
移
転
し
ま
し

た
。同

社
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や

電
子
機
器
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
重
要
な
部
品
で
あ
る
プ
リ

ン
ト
基
板
の
設
計
・
製
造
を
行

う
会
社
で
す
。
部
品
調
達
か
ら

設
計
、
実
装
、
組
立
、
検
査
と
、

プ
リ
ン
ト
基
板
完
成
ま
で
の
全

工
程
を
自
社
で
行
え
る
こ
と
が

強
み
で
、
顧
客
か
ら
の
幅
広
い

要
望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。平

成

年
に
は
、
国
の
実
施

す
る
中
小
企
業
の
試
作
品
開
発

や
設
備
投
資
な
ど
へ
の
支
援
制

度
で
あ
る

も
の
づ
く
り
補
助

金

制
度
に
採
択
さ
れ
、
部
品

装
着
機
を
導
入
し
、
生
産
効
率

が
大
幅
に
向
上
し
ま
し
た
。

取
引
会
社
と
の
信
頼
関
係
の

構
築
を
経
営
理
念
に
、
将
来
を

展
望
し
な
が
ら
技
術
を
磨
き
、

完
成
ま
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
会
社
を
目
指
す
同
社
。
確
か

な
技
術
と
細
や
か
な
対
応
で
信

頼
を
築
き
上
げ
る
企
業
で
す
。

（
産
業
振
興
課
）

問合先
安
満
遺
跡
公
園

整
備
室・

７
３
９
３

問合先

知
り
学
ぶ

知
り
学
ぶ

講

座

講

座

問合先

人
権
課・７

５
７
５

問合先

問合先

産
業
振
興
課

・
７
４
１
１

問合先

シ
リ
ー
ズ

株
式
会
社
中
島
電
機
製
作
所

５
）

高
山
義
弘
（
真
上
町
六

丁
目

番
５
号

・
３
０
０

３
・
９
５
７
９
）
伊
達
章（
下

田
部
町
一
丁
目

番

号

・
０
８
９
６
）
田
渕
謙
二（
高

見
台
５
番
５
号

・
６
２
６

６
）

津
田
勝
（
塚
原
六
丁
目

番

号

・
５
６
６
１
）

南
出
満
（
淀
の
原
町

番

号

・
４
０
０
８
）

堀
田

年
子
（
日
吉
台
二
番
町
７
番
８

号

・
２
２
５
４
）

吉
井

美
沙
子
（
千
代
田
町

番

号

・
６
３
４
３
）

鷲
山
和

敬
（
富
田
町
二
丁
目
９
番
４
号

・
１
０
３
２
）

ど うど う



大大
阪阪
薬薬
科科
大大
学学
市市
民民
講講
座座

健健
やや
かか
なな
老老
いい
をを
求求
めめ
てて

平平
日日
夜夜
のの
認認
知知
症症

ササ
ポポ
ーー
タタ
ーー
養養
成成
講講
座座

認認
知知
症症
ササ
ポポ
ーー
タタ
ーー

養養
成成
講講
座座

ゆゆ
うう
・・
ああ
いい
セセ
ンン
タタ
ーー
福福
祉祉

講講
演演
会会

癒癒
しし
のの
ヨヨ
ーー
ガガ

防防
災災
管管
理理
新新
規規
講講
習習

男男
女女
共共
同同
参参
画画
課課
のの

講講
座座

難難
聴聴
児児
向向
けけ
のの
教教
室室

桃桃
園園
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ

セセ
ンン
タタ
ーー
開開
講講
講講
座座

公公開開講講演演会会

森森
田田
館館
長長
のの
歴歴
史史
講講
座座

三三
島島
大大
溝溝
のの
開開
削削
とと
竹竹
村村
屯屯
倉倉

江江
戸戸
時時
代代
のの
手手
習習
いい

古古
文文
書書
学学
習習
事事
始始
めめ

ハハ
ニニ
ワワ
づづ
くく
りり
とと

スス
ケケ
ッッ
チチ
ぬぬ
りり
絵絵
大大
会会

綿綿
くく
りり
・・
糸糸
つつ
むむ
ぎぎ
体体
験験

６６
館館
連連
携携
女女
性性
講講
座座

高高
槻槻

キキ
ララ
リリ
素素
敵敵
なな
女女
性性
みみ
っっ
けけ

ふふ
れれ
ああ
いい
アア
ッッ
ププ

噺噺
家家
がが
考考
ええ
るる
人人
権権

輝輝
くく
女女
性性
にに
聞聞
くく

ささ
ああ
、、

ああ
なな
たた
もも
今今
日日
かか
らら
国国
際際
人人

ママ
チチ
にに
住住
むむ
鳥鳥

シシ
ニニ
アア
のの
たた
めめ
のの

初初
めめ
てて
のの
スス
ママ
ホホ

終終
活活
っっ
てて
何何
？？
生生
前前
整整
理理

・・
エエ
ンン
デデ
ィィ
ンン
ググ
ノノ
ーー
トト
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ワ
ー
バ
ン
ナ
さ
す
や
み
住

槻
高
の
ン

ろ
く
つ
に
緒
一
と
ち
た
私

う

市
は
、
来
年
度
の
新
規
採
用

職
員
の
う
ち
、
大
学
卒
区
分
の

事
務
系
・
技
術
系
（
北
摂
都
市

職
員
共
同
採
用
候
補
者
試
験
）

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

ま
た
、
消
防
吏
員
の
採
用
試

験
も
実
施
し
ま
す
。
採
用
は
大

学
卒

、
短
大
卒
、
高
卒
が

月
か
ら
、
大
学
卒

は
来
年
４

月
か
ら
の
予
定
で
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
事
務

系
は
点
字
で
の
受
験
も
で
き
ま

す
。

住
み
や
す
さ
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン

の
ま
ち
を
私
た
ち
と
一
緒

に
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。
意
欲
あ

る
人
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

第
１
次
試
験
日

６
月

日

応
募
方
法

５
月

日

６

月
６
日
（
金
・
消
印
有
効
）
に

右
表
の
募
集
概
要
と
募
集
要
項

を
確
認
の
う
え
、
郵
送
で
各
担

当
課
へ
。
募
集
要
項
は
、
各
課
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
に
は
、

と

パ
ス
ワ
ー
ド
（
暗
証
番
号
）
の

登
録
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。
パ
ス
ワ
ー
ド
を
知
ら
れ
て

し
ま
う
と
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
し

っ
か
り
と
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

【
事
例
１
】
銀
行
か
ら
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
を

す
る
た
め
の
登
録
を
促
す
メ
ー

ル
が
届
い
た
。
い
つ
も
の
メ
ー

ル
と
違
う

【
対
処
法
】
こ
れ
は

と
パ

ス
ワ
ー
ド
を
盗
む
た
め
の
フ
ィ

ッ
シ
ン
グ
と
言
わ
れ
る
手
口
で

す
。
銀
行
に
な
り
す
ま
し
た
メ

ー
ル
が
届
く
こ
と
も
あ
る
の

で
、
銀
行
の
公
式

か
ら
情

報
を
得
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

【
事
例
２
】
登
録
済
み
の
サ
イ

ト
か
ら

あ
な
た
の

と
パ

ス
ワ
ー
ド
が
漏
え
い
し
た
の
で

パ
ス
ワ
ー
ド
を
変
更
す
る
よ
う

に

と
い
う
メ
ー
ル
が
届
い
た

【
対
処
法
】
複
数
の
サ
イ
ト
で
、

同
じ

と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使

っ
て
い
る
場
合
す
べ
て
の
サ
イ

ト
の
パ
ス
ワ
ー
ド
変
更
し
ま
し

ょ
う
。
パ
ス
ワ
ー
ド
管
理
の
ポ

イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

分
か
り
に
く
い
パ
ス
ワ
ー
ド
に

す
る

８
文
字
以
上
で
英
文
字

や
数
字
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、

推
測
さ
れ
に
く
い
も
の
に
す
る

他
人
に
見
ら
れ
な
い
場
所
に
保

管
す
る

紙
に
メ
モ
す
る
と
き

は

と
パ
ス
ワ
ー
ド
は
別
々

に
保
管
す
る
。
利
用
し
て
い
な

い
サ
ー
ビ
ス
は
登
録
解
除
す
る

適
切
に
利
用
す
る

複
数
の
サ

イ
ト
で
同
じ
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使

わ
な
い
。
不
特
定
多
数
が
利
用

す
る
パ
ソ
コ
ン
で
は

と
パ

ス
ワ
ー
ド
は
入
力
し
な
い
。
ワ

ン
タ
イ
ム
パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
利
用
す

る

（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

パ
ス
ワ
ー
ド
は
し
っ
か
り
管
理

※
そ
の
他
の
職
種
に
つ
い
て
は

第
１
次
試
験
を
９
月

日

に

行
う
予
定
で
、
募
集
詳
細
は
７

月
下
旬
に
、
本
紙
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

街
頭
犯
罪
、特
殊
詐
欺
が
多
発

街
頭
犯
罪
、特
殊
詐
欺
が
多
発

昨
年
の
市
内
で
の
犯
罪
発
生
状
況

昨
年
の
市
内
で
の
犯
罪
発
生
状
況

昨
年
市
内
で
は
、
ひ
っ
た
く

り
や
自
転
車
盗
な
ど
の
街
頭
犯

罪
と
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
還
付

金
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
が
多

発
し
ま
し
た
。

発
生
件
数
は
、
街
頭
犯
罪
は

２
０
３
８
件
で
、
前
年
よ
り

件
増
加
し
て
い
ま
す
。
中
で
も

自
転
車
盗
は
急
増
し
て
お
り
、

被
害
件
数
の
約
７
割
が
無
施
錠

で
し
た
。
一
方
特
殊
詐
欺
は

件
発
生
し
、
被
害
総
額
は
２
億

１
０
０
０
万
円
で
府
内
ワ
ー
ス

ト
１
で
し
た
。

犯
罪
は
、
一
人
一
人
の
ち
ょ

っ
と
し
た
意
識
で
被
害
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
下
記
を
参

考
に
、
日
頃
か
ら
対
策
を
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

被
害
対
策

ひ
っ
た
く
り

携
帯
電
話
を
使

用
し
な
が
ら
、
音
楽
を
聴
き
な

が
ら
な
ど
、

な
が
ら
通
行

は
や
め
る

自
転
車
に
ひ
っ
た

く
り
防
止
カ
バ
ー
を
つ
け
る

自
転
車
盗

わ
ず
か
な
時
間
で

も
、
必
ず
２
つ
以
上
の
鍵
で
施

錠
す
る

特
殊
詐
欺

操
作
で
現

金
が
返
っ
て
く
る
こ
と
は
な

い
。
も
う
か
る
話
は
疑
い
、
家

族
や
警
察
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
（

・
０
９
９
９
）
に
相

談
す
る

問
合
先

高
槻
警
察
署
（

・
１
２
３
４
）
、
危
機
管
理
室

（

・
７
３
１
４
）

６
月
５
日

清
水
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

日

柱
本
幼
稚
園
。
い
ず
れ
も
午

前

時

時

分
。
対
象
は

１
歳
未
満
の
乳
児
と
そ
の
保
護

者
。無
料
。当
日
直
接
、会
場
へ
。

保
健
セ
ン
タ
ー
（

・
１

１
０
８
）

西
部
地
域
保
健
セ

ン
タ
ー
（

・
９
４
６
０
）。

６
月

日

保
健
セ
ン
タ

ー
（

・
１
１
０
８
）

日

西
部
地
域
保
健
セ
ン
タ

ー
（

・
９
４
６
０
）
。
い

ず
れ
も
午
前

時

時

分
。
対
象
は
平
成

年
８

月
生
ま
れ
の
幼
児
と
そ
の
保
護

者
。
申
込
順
各

組
。
無
料
。

申
し
込
み
は
５
月

日

か
ら

電
話
で
、
各
セ
ン
タ
ー
へ
。

６
月

日

午
後
２
時

３

時

分
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。

対
象
は
８

カ
月
の
乳
児
と

そ
の
保
護
者
。
申
込
順

組
。

無
料
。
申
し
込
み
は
５
月

日

か
ら
電
話
で
、
保
健
セ
ン
タ

ー
（

・
１
１
０
８
）
へ
。

６
月

日

午
前

時

分

時

分
に
保
健
セ
ン
タ
ー

で
。
講
師
は
保
育
士
・
平
手
浩

美
さ
ん
。
対
象
は
２
歳
児
と
そ

の
保
護
者
。
組（
多
数
抽
選
）。

無
料
。
申
し
込
み
は
５
月

日

６
月
２
日
（
月
・
必
着
）

に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
、

乳
児
相
談
会

乳
児
相
談
会

（
計
測
育
児
相
談
な
ど
）

（
計
測
育
児
相
談
な
ど
）

親
子
歯
み
が
き
教
室

親
子
歯
み
が
き
教
室

ぱ
く
ぱ
く
教
室

ぱ
く
ぱ
く
教
室

（
離
乳
食
教
室
）

（
離
乳
食
教
室
）

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、
子

ど
も
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）
・

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
書
い

て
、
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

（
〒

・
０
０
５
２
城
東
町
５

番
１
号

・
９
１
１
２
、

・
７
５
６
９
）
へ
。

６
月

日

午
後
１
時

分

２
時

分
に
ク
ロ
ス
パ
ル
高

槻
で
。
講
師
は

法
人
三

島
子
ど
も
文
化
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
。
対
象
は
８

カ
月
の
乳

児
と
そ
の
保
護
者
。

組
（
多

数
抽
選
）
。
無
料
。
申
し
込
み

は
５
月

日

６
月
４
日

（
水
・
必
着
）
に
電
子
申
込
か

は
が
き
を
持
っ
て
直
接
ま
た

は
、
往
復
は
が
き
に
、
教
室
名
、

子
ど
も
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）

・
月
齢
、
保
護
者
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
、
住
所
、
電
話
番
号
を

書
い
て
、青
少
年
セ
ン
タ
ー（
〒

・
０
８
０
４
紺
屋
町
１
番
２

号

・
３
７
２
４
）
へ
。

６
月
５
日

午
前

時

分

時
と
午
前

時

分

時

分
に
平
安
女
学
院
大
学
ど

ん
ぐ
り
の
森
（
南
平
台
五
）
で
。

講
師
は
歯
科
衛
生
士
。
対
象
は

０

３
歳
の
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者
。
申
込
順

組
。
無
料
。

申
し
込
み
は
５
月

日

か
ら

電
話
で
、
同
広
場
（

・
４

９
３
９
）
へ
。

６
月

日

７
月
８
日
の
火

曜
日
午
後
３
時

分

４
時

分
に
古
曽
部
防
災
公
園
体
育
館

で
。
対
象
は
３
歳

就
学
前
の

幼
児
。申
込
順

人
。無
料
。
申

し
込
み
は
５
月

日

か
ら
電

べ
び
ぃ
ぷ
ら
ざ

ベ
ビ
ー

べ
び
ぃ
ぷ
ら
ざ

ベ
ビ
ー

ヨ
ガ
を
体
験
し
て
み
よ
う

ヨ
ガ
を
体
験
し
て
み
よ
う

親
子
で
知
ろ
う

親
子
で
知
ろ
う

歯
と
歯
磨
き
の
仕
方

歯
と
歯
磨
き
の
仕
方

キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
教
室

キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
教
室

話
で
、み
ど
り
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興

事
業
団（

０
６
４
６
）へ
。

６
月
４
日

午
前

時

分

時

分
に
庄
所
子
育
て
す

く
す
く
セ
ン
タ
ー（

３
０

８
０
）で
。講
師
は
野
の
花
文
庫

・
岩
出
景
子
さ
ん
。
対
象
は
０

歳

就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
。
先
着

組
。
無
料
。

６
月

日

午
前

時

分

時

分
に
ひ
ろ
ば
ひ
だ
ま

り
（
寿
町
一
）
で
。
講
師
は
歯

科
衛
生
士
・
渡
部
祐
子
さ
ん
。

対
象
は
０

３
歳
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
。
申
込
順

組
。

無
料
。
申
し
込
み
は
５
月

日

か
ら
電
話
で
、
同
広
場
（

・
４
６
８
２
）
へ
。

６
月

日

午
前

時

分

正
午
に
ど
う
ぞ
の
お
い
す

（
芥
川
町
二
）
で
。
講
師
は
絵

本
研
究
家
・
廣
田
真
智
子
さ

ん
。
対
象
は
０

３
歳
の
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
。
申
込
順

組
。
無
料
。
申
し
込
み
は
５
月

日

か
ら
電
話
か
直
接
、
同

広
場
（

・
２
２
２
４
）
へ
。

６
月

日

午
前
９
時

分

時

分
に
今
村
学
園
高
槻

幼
稚
園
（
高
槻
町
）
で
。
対
象

は
０

３
歳
の
末
就
園
児
と
そ

の
保
護
者
。
組（
多
数
抽
選
）。

円
。保
育
あ
り（
０

３
歳
）。

申
し
込
み
は
５
月

日

日

の
午
前
９
時

午
後
２
時

に
電
話
で
、
同
園
（

・
０

２
４
７
）
へ
。

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
を

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
を

楽
し
も
う

楽
し
も
う

歯
の
お
話

歯
の
お
話

仕
上
げ
磨
き
の
ポ
イ
ン
ト

仕
上
げ
磨
き
の
ポ
イ
ン
ト

絵
本
を
親
子
で
楽
し
む

絵
本
を
親
子
で
楽
し
む

食
育
講
座
に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ

食
育
講
座
に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ

幼
児
期
の
食
と
調
理
見
学
試
食

幼
児
期
の
食
と
調
理
見
学
試
食

先輩職員の声を、市ホーム先輩職員の声を、市ホーム
ページで掲載していますページで掲載しています

問合先

人
事
課・

７
３
３
３

消
防
総
務
課

・
７
９
７
３

問合先

職種・人数 受験資格

事務系
（ 人）

大学
卒

昭和 年４月
２日以降に生
まれた人

学校教育法によ
る学校（技術系
は専門課程）を
平成 年３月以
降に卒業また
は、来年３月ま
でに卒業見込み
の人

技術系
（電気 １人）
（機械 ３人）
（土木 ８人）
（建築 ２人）
（化学 ２人）

職種・人数 受験資格

人数・最終学歴 受験資格

８人

大学
卒

昭和 年 月
２日以降に生
まれた人

学校教育法によ
る学校を卒業し
た人または、９
月までに卒業見
込みの人

短大
卒

平成２年 月
２日以降に生
まれた人

高校
卒

平成４年 月
２日以降に生
まれた人

若干名
大学
卒

平成元年４月
２日以降に生
まれた人

学校教育法によ
る学校を卒業し
た人または、来
年３月までに卒
業見込みの人

人数・最終学歴 受験資格

北摂都市職員共同採用候補者試験
（担当課：人事課 市役所本館３階）

市消防吏員採用候補者試験
（担当課：消防総務課 消防本部５階）

※大学卒には短期大学の卒業を含みません。ただし、短期
大学や高等専門学校を卒業した人などが、独立行政法人大
学評価・学位授与機構から学士の学位を授与（見込みを含
む）された場合は大学卒に含みます

申申
込込
方方
法法
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児児
童童
手手
当当
のの
現現
況況
届届
はは

６６
月月

日日
まま
でで
にに
提提
出出
をを

就就
学学
相相
談談
をを
実実
施施

教教
科科
書書
展展
示示
会会
をを
開開
催催

不不
快快
害害
虫虫
駆駆
除除
用用
薬薬
剤剤
をを

無無
料料
配配
布布

夜夜
間間
臨臨
時時
検検
査査

農農
業業
委委
員員
会会
委委
員員
選選
挙挙

立立
候候
補補
予予
定定
者者
説説
明明
会会

障障
がが
いい
者者
合合
同同
就就
職職

面面
接接
相相
談談
会会
をを
開開
催催

健健
康康
づづ
くく
りり
にに
ジジ
ャャ
ンン
ププ

出出
演演
団団
体体

セセアアカカゴゴケケググモモにに注注意意

介介
護護
保保
険険
料料
納納
入入

通通
知知
書書
をを
発発
送送

市市
府府
民民
税税
のの
納納
税税

通通
知知
書書
をを
発発
送送

６６
月月
はは
就就
職職
差差
別別

撤撤
廃廃
月月
間間

介介
護護
支支
援援
専専
門門
員員
のの
試試
験験
申申
込込

期期
間間
はは
６６
月月
２２
日日

日日

資
源
と
し
て
再
生
利
用
を
推
奨

資
源
と
し
て
再
生
利
用
を
推
奨

昨
年
度
市
内
で
排
出
さ
れ
た
家
庭
ご
み
に
は
、
約
１
割
の
リ

サ
イ
ク
ル
ご
み
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
５
月

日
は

ご
み

ゼ
ロ
の
日

で
す
。
こ
の
機
会
に
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
い

て
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

５月 日は ごみゼロの日５月 日は ごみゼロの日

生
ご
み
を
た
い
肥
化

容
器
購
入
者
を
募
集

生
ご
み
た
い
肥
化
容
器
に
、

生
ご
み
や
落
ち
葉
を
入
れ
る

と
、
２
・
３
カ
月
後
に
は
良
質

な
た
い
肥
に
な
り
ま
す
。
１
平

方

程
度
の
土
地
が
あ
れ
ば
、

誰
で
も
設
置
可
能
で
す
。市
は
、

同
容
器
を
購
入
す
る
人
を
募
集

し
ま
す
。

資
格

市
内
在
住
で
容
器
を
設

置
し
継
続
利
用
で
き
る
人

募
集
数

基
（
多
数
抽
選
）

規
格

約

、
直
径
約

、
高
さ
約

（
ド
ラ
ム

缶
型
）

費
用

３
千

円（
薬
剤
含
む
。

市
が
半
額
を
負
担
後
の
費
用
）

配
布
日
程

７
月
下
旬
予
定

申
込
方
法

６
月
６
日
（
金
・

必
着
）
ま
で
に
は
が
き
に
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書
い

て
、
資
源
循
環
推
進
課
（
〒

・
０
０
６
６
中
川
町
２
番

号

・
５
３
１
２
）
へ

ガレージセールを実施
日時 ５月 日 午前９時 午後２時
分 ※当日直接、会場へ、雨天中止。

出店の受付は終了しています
会場 イオン高槻店駐車場（萩之庄三）
問合先 資源循環推進課（ ・
）

ガレージセールを実施
日時 ５月 日 午前９時 午後２時
分 ※当日直接、会場へ、雨天中止。

出店の受付は終了しています
会場 イオン高槻店駐車場（萩之庄三）
問合先 資源循環推進課（ ・
）

ご
み
減
量
に
便
利
な
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

ご
み
の
減
量
に
向
け
て
、
日

常
生
活
の
中
で
実
践
で
き
る
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
一

つ
の
も
の
を
長
く
使
っ
た
り
、

不
要
に
な
っ
た
も
の
を
必
要
な

人
に
譲
っ
た
り
す
る
ほ
か
、
廃

棄
処
分
す
る
と
き
に
分
別
し

て
、
資
源
と
し
て
再
生
利
用
す

る
な
ど
で
す
。
市
で
は
、
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
推
奨
す
る
た

め
に
、左
上
記
や
左
記
の
募
集
、

ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
家
庭
ご
み
の
出
し
方
と

収
集
日
を
確
認
で
き
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

高
槻
市
ご

み
ア
プ
リ

を
公
開
し
て
い
ま

す
。
同
ア
プ
リ
は
、
住
ん
で
い

る
地
域
を
登
録
す
る
と
、
ご
み

の
収
集
日
が
一
覧
で
確
認
で

き
、
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

再
生
資
源
の
集
団
回
収
団
体
を
募
集

市
は
、
再
生
資
源
を
集
団
で

回
収
す
る
団
体
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
集
団
で
回
収
し
た
古
紙

や
空
き
缶
な
ど
の
重
量
に
応
じ

て
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
（
事

前
登
録
が
必
要
）
。

市
内
で
は
、
自
治
会
や
子
ど

も
会
な
ど

団
体
が
リ
サ
イ
ク

ル
ご
み
の
回
収
を
行
っ
て
お

り
、
昨
年
度
は
１
万
１
５
４
５

の
資
源
ご
み
を
回
収
し
ま
し

た
。

資
格

回
収
活
動
を
定
期
的
に

行
え
る
市
内
の
非
営
利
団
体

６
月
１
日

７
日

街
頭

や
水
道
祭

６
月
１
日

や
水
道
祭

街
頭

６
月
１
日

７
日
の
水
道
週

間
に
合
わ
せ
、
水
道
や
水
の
大

切
さ
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
無
料
。

多
数
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
街
頭

】
５
月

日

午

前

時

時

分
に
阪
急
高

槻
市
駅
北
側
ラ
ピ
ス
の
泉
前

で
。
水
道
な
ん
で
も
相
談
、
き

き
水
な
ど

【
水
道
祭
】
６
月
１
日

午
前

時

午
後
３
時
に
大
冠
浄
水

場
で
。
第
六
中
学
校
吹
奏
楽
部

演
奏
、
水
質
検
査
体
験
な
ど

※
市
役
所
前
と
会
場
間
に
無
料

送
迎
バ
ス
あ
り

問
合
先

水
道
部
総
務
企
画
課

（

・
７
９
５
７
）

６
月
４
日

午
後
１
時

２

時
に
芝
谷
聖
ヶ
丘
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
で
。
講
師
は
医
師
・

梶
原
理
那
さ
ん
。
対
象
は
未
就

園
児
と
そ
の
保
護
者
。
申
込
順

組
。
無
料
。
申
し
込
み
は
５

月

日

か
ら
電
話
で
、
同
セ

ン
タ
ー
（

・
８
７
２
１
）

へ
。い

ず
れ
も
午
前

時

時

分
に
富
田
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
。
各
全
５
回
。
各

組

（
多
数
抽
選
）
。
無
料
。
申
し

込
み
は
５
月

日

６
月
２

日
（
月
・
消
印
有
効
）
に
往
復

は
が
き
に
、
教
室
名
、
住
所
、

氏
名
、
子
ど
も
の
名
前
（
ふ
り

が
な
）
・
生
年
月
日
、
電
話
番

子
ど
も
の
歯
の
お
話

子
ど
も
の
歯
の
お
話

親
子
教
室

親
子
で

親
子
教
室

親
子
で

楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う

楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う

号
を
書
い
て
、同
セ
ン
タ
ー（
〒

・
０
８
１
４
富
田
町
二
丁
目

５
番
１
号

・
９
１
７
７
）

へ
。

【
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
】
６
月

日

７
月

日
の
月
曜
日
。
対
象

は
芥
川
よ
り
西
に
住
む
平
成

年
４
月
２
日

月

日
生
ま

れ
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

【
ぺ
ん
ぎ
ん
ク
ラ
ブ
】
７
月

日

８
月
７
日
の
木
曜
日
。
対

象
は
芥
川
よ
り
西
に
住
む
平
成

年
４
月
２
日

年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者７

月
４
日

午
前

時

分

時

分
に
富
田
ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー
で
。
講
師
は
服

親
子
で
楽
し
く

親
子
で
楽
し
く

つ
な
が
り
遊
び

つ
な
が
り
遊
び

部
美
幸
さ
ん
。
対
象
は
２

４

歳
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者
。

組
（
多
数
抽
選
）
。
無
料
。
申

し
込
み
は
５
月

日

６
月

２
日
（
月
・
消
印
有
効
）
に
往

復
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、

子
ど
も
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）

・
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
書

い
て
、
富
田
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
〒

・
０
８
１
４
富
田

町
二
丁
目
５
番
１
号

・
９

１
７
７
）
へ
。

い
ず
れ
も
午
前

時
か
ら
各

保
育
所
・
幼
稚
園
で
（
芥
川
幼

稚
園
は
午
後
１
時
か
ら
）
。
無

料
。
当
日
直
接
、
各
保
育
所
・

幼
稚
園
へ
。

【
芥
川
保
育
所
（

・
０
８

６
１
）
】
６
月
４
日

歯
の

お
話
、
園
庭
開
放

日

お
楽
し
み
会
（
人
形
劇
）
、
園

庭
開
放

【
大
塚
保
育
所
（

・
２
２

４
６
）
】
５
日

・

日

園
庭
開
放

日

お
楽
し

み
会
（
人
形
劇
）

【
阿
武
野
保
育
所
（

・
３

８
０
１
）
】

日

園
庭
・

ホ
ー
ル
開
放
、
身
体
計
測

日

科
学
遊
び

日

交
通
安
全
教
室
、
園
庭
開
放

【
北
昭
和
台
保
育
所
（

・

８
８
６
６
）
】
月

金
曜
日

園
庭
開
放

日

人
形
劇

【
富
田
保
育
所
（

・
９
１

７
６
）
】
４
日

お
も
ち
ゃ

作
り

日

・

日

園

庭
開
放（

日
は
身
体
計
測
も
）

日

お
話
会

【
芥
川
幼
稚
園
（

・
１
４

４
１
）
】
６
日

小
麦
粉
粘

土
で
遊
ぼ
う

【
南
大
冠
幼
稚
園
（

・
１

３
７
０
）
】

日

シ
ャ
ボ

ン
玉
・
色
水
遊
び

地
域
に
開
く
保
育

地
域
に
開
く
保
育

６
月
の
日
程

６
月
の
日
程

６月は環境月間

パネル展示を開催
日程 ６月２日 ９日 （２日は

午前 時から、９日は午後３時まで）

会場 総合センター１階南側通路

問合先 環境緑政課（ ・ ）

６月は環境月間

パネル展示を開催
日程 ６月２日 ９日 （２日は

午前 時から、９日は午後３時まで）

会場 総合センター１階南側通路

問合先 環境緑政課（ ・ ）

０
・
５
円
＋
１
万
円
（
上
限

万
円
）

応
募
方
法

所
定
の
申
請
書
を

６
月

日
（
月
・
消
印
有
効
）

ま
で
に
電
子
申
込
か
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
、
郵
送
で
、
資
源
循
環

推
進
課
（

・
５
３
１
２
、

・
５
３
２
７
）
へ
。
申
請

書
は
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
、
同

課
へ
申
し
込
み
ま
た
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布

で
、
会
計
報
告
書
な
ど
で
、
集

団
回
収
奨
励
金
の
報
告
が
で
き

る
団
体

奨
励
金
額

年
間
１

未
満

回
収
量
１

に
つ
き
５
円

（
上
限
５
千
円
）

年
間
１

以
上

回
収
量
１

に
つ
き

子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
に
関
す
る
条
例
案

子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
に
関
す
る
条
例
案

市
は
、
平
成

年
４
月
施
行

予
定
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
に
関
す
る
条
例
案
へ
の

意
見
を
募
集
し
ま
す
。
こ
れ
は

同
制
度
の
実
施
に
向
け
て
、
施

設
・
事
業
の
認
可
・
運
営
基

準
、
保
育
の
必
要
性
の
認
定
事

由
な
ど
と
学
童
保
育
事
業
の
設

備
運
営
基
準
の
策
定
の
た
め
に

実
施
す
る
も
の
で
す
。

閲
覧
場
所

保
育
幼
稚
園
総
務

課
・
保
育
幼
稚
園
事
業
課
・
子

ど
も
育
成
課
（
総
合
セ
ン
タ
ー

７
階
）
、
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
本
館
１
階

番
）
、

各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
、
市
立
各
公
民
館
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

応
募
方
法

５
月

日

６

月

日
（
金
・
消
印
有
効
）
に

電
子
申
込
か
直
接
ま
た
は
、
郵

送
か
フ
ァ
ク
ス
に
、
住
所
、
氏

名
、
意
見
を
書
い
て
、
保
育
幼

稚
園
総
務
課
（
〒

・
８
５
０

１
住
所
不
要

・
８
６
４

８
）
へ

問
合
先

保
育
幼
稚
園
総
務
課

（

・
７
６
９
５
）
、
保
育

幼
稚
園
事
業
課
（

・
７
６

９
２
）
、
子
ど
も
育
成
課
（

学
童
保
育
事
業

・
７
６
５

６
）

問合先

資
源
循
環
推
進
課

５
３
１
２

問合先

子育て総合支援センター 月の予定
【問合先】同センター（ ・ ）

講 座 名 日 程 時 間 対 象 申込方法

親

子

講

座

リトミッ
クを楽し
もう

２日
：
：
：
：

２歳 就学
前の幼児と
保護者

各 組 ※当日
午前 時から整
理券を配布

ベビーマ
ッサージ
を楽しも
う

日 ０歳の乳児
と保護者

各 組 ※当日
午前 時から整
理券を配布

歌とパネ
ルシアタ
ー

日 ：
：

０歳 就学
前の乳幼児
と保護者

先着 組

子
育
て
講
座
☆

乳幼児の
食生活 日 ：

：

０歳 就学
前の乳幼児
の保護者、
子育て支援
に関心があ
る人

申込順 人。申
し込みは、５
から電話か直

接、同センター
へ

講 座 名 日 程 時 間 対 象 申込方法

親

子

講

座

子
育
て
講
座
☆

※無料。☆は保育あり（１歳 就学前、 人）

５月 日、大空子供会による集団回収
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豊
か
な
森
や
水
、未
来
へ
受
け
継
ぐ

森
林
は
豊
か
な
水
や
き
れ
い

森
林
は
豊
か
な
水
や
き
れ
い

な
空
気
を
生
み
出
し
、
木
材
を

な
空
気
を
生
み
出
し
、
木
材
を

供
給
す
る
な
ど
、
昔
か
ら
人
の

供
給
す
る
な
ど
、
昔
か
ら
人
の

暮
ら
し
や
産
業
を
支
え
て
き
ま

暮
ら
し
や
産
業
を
支
え
て
き
ま

し
た
。し
か
し
、昭
和

年
代
に

し
た
。し
か
し
、昭
和

年
代
に

国
内
の
木
材
需
要
に
対
応
す
る

国
内
の
木
材
需
要
に
対
応
す
る

た
め
に
植
え
ら
れ
た
ス
ギ
や
ヒ

た
め
に
植
え
ら
れ
た
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
な
ど
の
人
工
林
の
中
に

ノ
キ
な
ど
の
人
工
林
の
中
に

は
、
国
産
材
の
価
格
低
迷
や
林

は
、
国
産
材
の
価
格
低
迷
や
林

業
の
担
い
手
不
足
な
ど
に
よ
っ

業
の
担
い
手
不
足
な
ど
に
よ
っ

て
、
間
伐
な
ど
必
要
な
手
入
れ

て
、
間
伐
な
ど
必
要
な
手
入
れ

が
さ
れ
て
い
な
い
山
林
が
出
て

が
さ
れ
て
い
な
い
山
林
が
出
て

市
の
豊
か
な
森
林
を
次
世
代

市
の
豊
か
な
森
林
を
次
世
代

に
残
す
た
め
に
は
、
林
業
に
就

に
残
す
た
め
に
は
、
林
業
に
就

く
人
だ
け
で
は
な
く
、
み
ん
な

く
人
だ
け
で
は
な
く
、
み
ん
な

が
森
林
の
価
値
を
認
め
て
受
け

が
森
林
の
価
値
を
認
め
て
受
け

継
い
で
い
く
こ
と
が
必
要
で

継
い
で
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
市
内
に
は
、
実
際
に
森
林

す
。
市
内
に
は
、
実
際
に
森
林

に
入
っ
て
、
手
入
れ
を
行
っ
た

に
入
っ
て
、
手
入
れ
を
行
っ
た

り
、
森
林
を
身
近
に
感
じ
て
も

り
、
森
林
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
お
う
と
、
子
ど
も
向
け
の
里

ら
お
う
と
、
子
ど
も
向
け
の
里

山
体
験
、
間
伐
材
で
ベ
ン
チ
や

山
体
験
、
間
伐
材
で
ベ
ン
チ
や

花
壇
を
製
作
す
る
な
ど
の
取
り

花
壇
を
製
作
す
る
な
ど
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ

組
み
を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ

が
あ
る
ほ
か
、
民
間
企
業
が
社

が
あ
る
ほ
か
、
民
間
企
業
が
社

会
貢
献
活
動
と
し
て
参
加
す
る

会
貢
献
活
動
と
し
て
参
加
す
る

取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す

取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す

（
下
欄
）
。

（
下
欄
）
。

今
号
で
は

法
人
森

今
号
で
は

法
人
森

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
高
槻

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
高
槻

と
高
槻
里
山
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
高
槻
里
山
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
活
動
し
て
い
る
森
の
達
人

で
活
動
し
て
い
る
森
の
達
人

に
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

に
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
し
た
。

森
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
高
槻

適
切
な
整
備
で

元
気
な
森
づ
く
り

法
人
森
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
高
槻
は
、
平
成

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
市
民
林
業
士

養
成
講
座
（
左
下
欄
）
を
修
了
し
た
人
の
活
動
の
場
と
し
て
設
立
。
同
講
座
を
修
了
し
、
森
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
高
槻
で
活
躍
し
て
い
る
人
は
現
在

人
い
ま
す
。

間
伐
を
中
心
と
し
た
森
林
整
備
を
行
い
、間
伐
材
で
ベ
ン
チ
を
製
作
す
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
通
し
て
森
林
と
ま
ち
の
架
け
橋
に
な
っ
て
い
ま
す
。
正
し
い
森
林
知
識
と
技
術
を

身
に
付
け
た
市
民
林
業
士
を
中
心
に
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
森
林
・
里
山

を
次
世
代
に
受
け
継
い
で
い
こ
う
と
し
て
い
る
同
団
体
の
理
事
長
・
小
柿
正
武
さ
ん
と
市
民
林

業
士
・
釜
田
知
寿
子
さ
ん
に
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

森
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
高

槻
の
設
立
前
も
森
林
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
は
存
在
し
ま
し
た

が
、
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
る

森
林
を
見
つ
け
る
の
は
困
難
で

し
た
。
と
い
う
の
も
高
槻
の
山

林
の
ほ
と
ん
ど
は
個
人
が
所
有

す
る
土
地
で
、
木
々
は
大
切
な

財
産
で
あ
り
、
ま
た
素
人
が
危

険
を
伴
う
管
理
作
業
に
入
る
こ

と
を
許
し
て
く
れ
る
人
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
。そ
の
た
め
、知
識

と
技
術
を
持
っ
た
人
材
を
育
成

し
、活
動
で
き
る
よ
う
市
・
府
森

林
組
合
に
よ
っ
て
市
民
林
業
士

養
成
講
座
は
始
ま
り
ま
し
た
。

同
講
座
を
経
て
森
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
高
槻
に
入
っ
た
人

は
、
元
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
主
婦

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
過
去

の
経
歴
は
関
係
な
く
、
森
の
中

で
と
も
に
働
き
、
汗
を
流
す
同

士
で
す
。

モ
ッ
ト
ー
は

楽
し
さ

７
割
、
義
務
３
割

う
っ
そ
う
と
し
た
森
も
木
を

３
本
切
り
倒
す
と
そ
の
辺
り
が

明
る
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け

で
も
森
に
と
っ
て
い
い
こ
と
を

し
た
気
分
に
な
り
ま
す
。
明
る

く
な
っ
た
地
表
に
は
植
物
が
育

ち
、
根
が
張
り
、
養
分
豊
富
な

土
壌
の
流
出
を
抑
え
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
豊
か
な
生
態
系

が
形
成
さ
れ
、
活
力
あ
る
森
林

へ
と
育
ち
ま
す
。

人
が
手
を
入
れ
て
間
伐
す
る

こ
と
で
、森
林
は
循
環
し
ま
す
。

植
え
る

育
て
る

収
穫
・

活
用
す
る

と
い
う
作
業
が
森

を
健
康
に
保
つ
た
め
に
必
要
で

す
。育
て
る
過
程
で
必
要
な
間

伐

と
い
う
作
業
は
、
残
し
た

木
を
大
き
く
育
て
、
土
壌
を
豊

か
に
し
ま
す
。
森
に
い
い
こ
と

は
地
球
環
境
に
も
い
い
こ
と
で

す
。
地
球
の
た
め
に
な
る
こ
と

を
し
て
い
る
と
い
う
気
持
ち
が

参
加
者
を
突
き
動
か
し
ま
す
。

林
業
は
３

（
き
つ
い
・
汚

い
・
危
険
）と
言
わ
れ
ま
す
が
、

私
た
ち
の
活
動
は
あ
く
ま
で
も

自
主
的
で
す
。モ
ッ
ト
ー
は
楽

し
さ
７
割
、
義
務
３
割

。
定

例
活
動
に
も
自
由
に
参
加
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
ペ

ー
ス
で
参
加
・
活
動
し
、
楽
し

ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
続
け
て
い

ら
れ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

森
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
高

槻
に
は
入
っ
て
３
年
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
ま
で
も
環
境
問
題
を

学
ん
で
い
ま
し
た
が
、
住
ん
で

い
る
高
槻
の
森
が
元
気
に
な
る

と
、
や
り
が
い
も
大
き
く
感
じ

ま
す
。
木
を
切
り
倒
す
迫
力
は

も
ち
ろ
ん
、
ヒ
ノ
キ
の
皮
を
き

れ
い
に
む
い
て
、
ア
ク
セ
サ
リ

ー
掛
け
や
帽
子
掛
け
に
し
た
り

森
の
楽
し
み
方
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。

森
の
楽
し
み
方
は

森
の
楽
し
み
方
は

さ
ま
ざ
ま

さ
ま
ざ
ま

受講者を募集
講義や間伐などの実習を通して、森林整備に必要な知識や技術
を習得。対象は市内在住・在勤の人。市、府森林組合、 法
人森のプラットフォーム高槻が共催。
日程 ７月９日 月３日の隔週水曜日。午前 時 午後３時
分 ※全 回
会場 高槻森林市民交流センター（大字原）など
講師 京都大学教授・柴田昌三さんほか
定員・受講料 人（多数抽選） 円
応募方法 ６月 日（金・必着）までにはがきかファクスに、講
座名、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、受講動機を書い
て、農林課（〒 ・ 住所不要 ・ 、 ・ ）へ

映画館に ブースを設置
都会から田舎へやってきた青年
が過酷な林業の現場で成長してい
く物語、映画 ！
（ウッジョブ）の公開に合わせて、
高槻アレックスシネマ（芥川町一）
とのタイアップで映画館ロビーに
同講座の ブースを設置。その
ほか、森のプラットフォーム高槻
の皆さんが製作したベンチもあり
ます。また、６月 日 からケー
ブルテレビの市広報番組でも市民
林業士についてのリポートが放映
されます。ぜひご覧ください。

定
例
の
楊
梅
山
整
備
の
活
動

定
例
の
楊
梅
山
整
備
の
活
動

の
ほ
か
、
毎
年
春
に
は
幼
稚
園

の
ほ
か
、
毎
年
春
に
は
幼
稚
園

や
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
と
一

や
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
、
秋
に
は

緒
に
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
、
秋
に
は

小
学
生
に
楊
梅
山
で
間
伐
の
体

小
学
生
に
楊
梅
山
で
間
伐
の
体

験
、
ほ
か
に
も
樹
木
・
昆
虫
の

験
、
ほ
か
に
も
樹
木
・
昆
虫
の

観
察
を
し
て
も
ら
う
な
ど
、
参

観
察
を
し
て
も
ら
う
な
ど
、
参

加
型
の
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
行
い

加
型
の
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
行
い

ま
す
。
普
段
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

ま
す
。
普
段
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

に
夢
中
の
子
ど
も
も
目
を
輝
か

に
夢
中
の
子
ど
も
も
目
を
輝
か

せ
て
参
加
す
る
姿
を
み
る
と
、

せ
て
参
加
す
る
姿
を
み
る
と
、

よ
り
力
が
入
り
ま
す
。
そ
の
ほ

よ
り
力
が
入
り
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
毎
年
７
月
に
は

か
、
毎
年
７
月
に
は

西
日
本
が
管
理
す
る
竹
林
か

西
日
本
が
管
理
す
る
竹
林
か

ら
間
伐
し
た
竹
の
枝
を
七
夕
用

ら
間
伐
し
た
竹
の
枝
を
七
夕
用

に
配
布
し
て
い
ま
す
。

に
配
布
し
て
い
ま
す
。

森
を
知
り
保
全
の
大
切
さ
を

森
を
知
り
保
全
の
大
切
さ
を

分
か
っ
て
も
ら
い
た
い

分
か
っ
て
も
ら
い
た
い

今
後
は
、
散
策
イ
ベ
ン
ト
な

今
後
は
、
散
策
イ
ベ
ン
ト
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
人
が
気

ど
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
人
が
気

軽
に
参
加
で
き
る
催
し
も
行
い

軽
に
参
加
で
き
る
催
し
も
行
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
危

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
危

険
も
伴
う
山
で
の
活
動
な
の

険
も
伴
う
山
で
の
活
動
な
の

で
、
安
全
確
保
の
た
め
に
は
多

で
、
安
全
確
保
の
た
め
に
は
多

く
の
メ
ン
バ
ー
が
必
要
で
す
。

く
の
メ
ン
バ
ー
が
必
要
で
す
。

引
き
続
き
活
動
を
続
け
て
豊
か

引
き
続
き
活
動
を
続
け
て
豊
か

な
森
林
を
残
し
て
い
く
た
め
に

な
森
林
を
残
し
て
い
く
た
め
に

も
、
た
く
さ
ん
の
人
に
参
加
し

も
、
た
く
さ
ん
の
人
に
参
加
し

て
も
ら
い
た
い
。
森
林
を
次
世

て
も
ら
い
た
い
。
森
林
を
次
世

代
に
残
し
て
い
く
た
め
に
は
、

代
に
残
し
て
い
く
た
め
に
は
、

子
ど
も
た
ち
に
も
森
林
を
身
近

子
ど
も
た
ち
に
も
森
林
を
身
近

に
感
じ
、
保
全
活
動
の
大
切
さ

に
感
じ
、
保
全
活
動
の
大
切
さ

を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必

を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必

要
で
す
。
ま
ず
は
実
際
に
行
動

要
で
す
。
ま
ず
は
実
際
に
行
動

し
て
み
て
知
る
こ
と
が
森
づ
く

し
て
み
て
知
る
こ
と
が
森
づ
く

り
の
第
一
歩
で
す
。

り
の
第
一
歩
で
す
。

市
内
で
行
わ
れ
る
ジ
ャ
ズ
ス

市
内
で
行
わ
れ
る
ジ
ャ
ズ
ス

ト
リ
ー
ト
や
農
林
業
祭
な
ど
に

ト
リ
ー
ト
や
農
林
業
祭
な
ど
に

参
加
し
て
活
動
の

も
行
っ

参
加
し
て
活
動
の

も
行
っ

て
い
ま
す
。
気
軽
に
の
ぞ
い
て

て
い
ま
す
。
気
軽
に
の
ぞ
い
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

高
槻
里
山
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
平
成

年
に
人
と
里
山
の
新
た
な
関
係
づ
く
り
を
目
的
と
し

高
槻
里
山
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
平
成

年
に
人
と
里
山
の
新
た
な
関
係
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
発
足
。
都
市
部
に
住
む
人
に
と
っ
て
森
林
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
る
自
然
観
察
会
や
環
境
教

て
発
足
。
都
市
部
に
住
む
人
に
と
っ
て
森
林
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
る
自
然
観
察
会
や
環
境
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
北
部
の
楊
梅
山
国
有
林
を
中
心
に
定
期
的
に
月
４
回
、
雑
木
林
や
竹

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
北
部
の
楊
梅
山
国
有
林
を
中
心
に
定
期
的
に
月
４
回
、
雑
木
林
や
竹

林
の
間
伐
作
業
や
下
草
刈
り
、散
策
道
作
り
を
し
て
い
ま
す
。メ
ン
バ
ー
は
、
山
歩
き
を
し
て
い

林
の
間
伐
作
業
や
下
草
刈
り
、散
策
道
作
り
を
し
て
い
ま
す
。メ
ン
バ
ー
は
、
山
歩
き
を
し
て
い

て
山
が
荒
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
た
人
や
、
子
ど

て
山
が
荒
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
た
人
や
、
子
ど

も
に
山
の
こ
と
を
教
え
た
い
と
参
加
し
て
い
る
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
森
の
魅
力
を
伝
え
て
い
く

も
に
山
の
こ
と
を
教
え
た
い
と
参
加
し
て
い
る
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
森
の
魅
力
を
伝
え
て
い
く

た
め
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
長
の
岡
野
光
伸
さ
ん
に
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

た
め
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
長
の
岡
野
光
伸
さ
ん
に
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

高
槻
里
山
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

都
市
部
の
人
が
森
を

身
近
に
感
じ
る
き
っ
か
け
に

民間企業が森を育てる

アドプトフォレスト

アドプトフォレストとは、
企業・府・市・みどりとスポ
ーツ振興事業団と森林所有者
で協定を結び、手入れされな
くなった人工林や竹林で間伐
や下草刈りなどを行い、森づ
くりをするもの。現在、５つ
の企業が参加し、良好な景観
や環境づくりのため原城山地
区と成合地区で活発な活動が
行われています。

問合先

農
林
課７

４
０
４

問合先

農
林
課７

４
０
４

一乗寺でのタケノコ掘り一乗寺でのタケノコ掘り

間伐したヒノキの皮をむき加工の準備間伐したヒノキの皮をむき加工の準備

楊梅山での間伐体験楊梅山での間伐体験
高
槻
里
山
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
長
・
岡
野
光
伸
さ
ん

森にいいことは
地球にいいこと

市
民
林
業
士
・
釜
田
知
寿
子
さ
ん

市
民
林
業
士
・
釜
田
知
寿
子
さ
ん

森
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
高
槻

理
事
長
・
小
柿
正
武
さ
ん

人の関わりが暮らし支える森つくる人の関わりが暮らし支える森つくる人の関わりが暮らし支える森つくる人の関わりが暮らし支える森つくる

き
て
い
ま
す
。

き
て
い
ま
す
。

必
要
な
手
入
れ
が
さ
れ
て
い

必
要
な
手
入
れ
が
さ
れ
て
い

る
活
力
あ
る
森
林
は
、
土
壌
生

る
活
力
あ
る
森
林
は
、
土
壌
生

物
が
豊
富
で
、
表
土
が
ス
ポ
ン

物
が
豊
富
で
、
表
土
が
ス
ポ
ン

ジ
の
よ
う
に
雨
水
を
浸
透
さ
せ

ジ
の
よ
う
に
雨
水
を
浸
透
さ
せ

て
蓄
え
ま
す
。
こ
の
機
能
が
働

て
蓄
え
ま
す
。
こ
の
機
能
が
働

い
て
い
れ
ば
、
雨
水
は
山
か
ら

い
て
い
れ
ば
、
雨
水
は
山
か
ら

河
川
へ
ゆ
っ
く
り
流
れ
る
の

河
川
へ
ゆ
っ
く
り
流
れ
る
の

で
、
下
流
域
で
の
洪
水
や
渇
水

で
、
下
流
域
で
の
洪
水
や
渇
水

を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
ま

を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
私
た
ち
は
、
地
中
に

す
。
ま
た
私
た
ち
は
、
地
中
に

浸
透
し
て
ろ
過
さ
れ
た
雨
水
を

浸
透
し
て
ろ
過
さ
れ
た
雨
水
を

生
活
用
水
と
し
て
利
用
し
て
い

生
活
用
水
と
し
て
利
用
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
大
き
な
視
点
で

ま
す
。
さ
ら
に
大
き
な
視
点
で

見
る
と
、
森
林
は
温
室
効
果
ガ

見
る
と
、
森
林
は
温
室
効
果
ガ

ス
を
吸
収
し
、
地
球
温
暖
化
防

ス
を
吸
収
し
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
荒

止
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
荒

れ
た
森
林
を
放
置
す
る
こ
と
は

れ
た
森
林
を
放
置
す
る
こ
と
は

私
た
ち
の
生
活
基
盤
を
失
う
こ

私
た
ち
の
生
活
基
盤
を
失
う
こ

と
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

と
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

未
来
に
豊
か
な
森
や
水
を
受
け

未
来
に
豊
か
な
森
や
水
を
受
け

継
い
で
い
く
た
め
に
も
手
入
れ

継
い
で
い
く
た
め
に
も
手
入
れ

が
必
要
な
の
で
す
（
下
イ
ラ
ス

が
必
要
な
の
で
す
（
下
イ
ラ
ス

ト
）
。

ト
）
。
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児
童
手
当
受
給
者
は
更
新
の

手
続
き
と
し
て
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。
６
月
初
旬
に
現

況
届
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
６

月

日

ま
で
に
同
封
の
返
信

用
封
筒
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
児
童

手
当
が
支
給
さ
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
合
先

子
ど
も
育
成
課
（

・
７
１
７
４
）

市
教
育
委
員
会
は
身
体
に
障

が
い
が
あ
る
、
言
葉
の
遅
れ
や

行
動
に
落
ち
着
き
が
な
い
な
ど

発
達
に
課
題
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
、
平
成

年
度
就
学
予
定
の

幼
児
の
保
護
者
を
対
象
に
、
就

学
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
入
学
に
向
け
、
不
安
な
こ

と
や
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

児
童
手
当
の
現
況
届
は

児
童
手
当
の
現
況
届
は

６
月

日
ま
で
に
提
出
を

６
月

日
ま
で
に
提
出
を

就
学
相
談
を
実
施

就
学
相
談
を
実
施

ば
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
先

教
育
指
導
課
（

・
７
６
３
１
）

来
年
度
、
市
立
小
・
中
学
校

で
使
用
す
る
教
科
書
の
展
示
会

を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
小
学

校
の
教
科
書
が
採
択
替
え
の
た

め
、
見
本
の
本
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

日
程

６
月
２
日

７
月
４

日会
場

中
央
図
書
館
（
６
月

日

日

は
臨
時
休
館
）、

教
育
セ
ン
タ
ー

問
合
先

教
育
指
導
課
（

・
７
６
３
１
）

市
は
、
市
民
の
快
適
な
生
活

環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
ユ
ス

リ
カ
な
ど
不
快
害
虫
駆
除
用
の

薬
剤
（
錠
剤
）
を
希
望
者
に
無

教
科
書
展
示
会
を
開
催

教
科
書
展
示
会
を
開
催

不
快
害
虫
駆
除
用
薬
剤
を

不
快
害
虫
駆
除
用
薬
剤
を

無
料
配
布

無
料
配
布

料
で
配
布
し
ま
す
。

配
布
期
間

６
月
２
日

６

日

の
午
前
７
時

分

午
後

４
時

分

配
布
場
所

清
掃
業
務
課
（
中

川
町

・
１
１
３
６
）

６
月
１
日

７
日
は

検
査
普
及
週
間
で
す
。
市
は
臨

時
で

夜
間
検
査
を
実
施

し
ま
す
。

日
時

６
月
５
日

午
後
５
時

分

７
時

会
場

市
保
健
所

内
容

血
液
・
尿
検
査
（

・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
梅
毒
抗
体

検
査
）

※
無
料
。
匿
名
可
。

結
果
は

日

午
後
５
時

分

７
時
に
直
接
、
手
渡
し

申
込
方
法

６
月
５
日
午
後
２

時
ま
で
に
電
話
で
、
保
健
予
防

課
（

・
９
３
３
２
）
へ

７
月
６
日

に
実
施
す
る
市

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
立
候

補
予
定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
立
候
補
予
定
者
は
必
ず
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
立

夜
間
臨
時
検
査

夜
間
臨
時
検
査

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

立
候
補
予
定
者
説
明
会

平
成

年
第
３
回
市
議
会
定

例
会
が
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
い
ず
れ
も
午
前

時
か

ら
。
な
お
、
議
事
の
都
合
で
日

程
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
な
ど
は
お
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

日
程

６
月
９
日

・

日

議
会
運
営
委
員
会

日

・

日

・

日

・

日

本
会
議

日

都
市
環

境
委
員
会
、
福
祉
企
業
委
員
会

日

文
教
市
民
委
員

会
、
総
務
消
防
委
員
会

問
合
先

議
会
事
務
局
（

・
７
２
１
３
）

審
議
会
を
次
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。
傍
聴
希
望
者
は
事
前

に
各
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
定
例
会
】

６
月
２
日

午
後
４
時
か
ら
総

合
セ
ン
タ
ー

階
選
挙
管
理
委

員
会
室
で
。
同
委
員
会
事
務
局

（

・
７
６
７
６
）

【
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
】

６
月
３
日

午
前

時
か
ら
市

役
所
本
館
３
階
第
２
委
員
会
室

で
。
行
革
推
進
課
（

・
７

３
９
８
）

【
建
築
審
査
会
】
６
月
５
日

午
前

時
か
ら
総
合
セ
ン
タ
ー

６
階
会
議
室
で
。
審
査
指
導
課

（

・
７
５
６
７
）

【
史
跡
整
備
指
導
検
討
会
】
６

月
５
日

午
後
２
時
か
ら
総
合

セ
ン
タ
ー
６
階
会
議
室
で
。
埋

蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
（

・
７
５
６
２
）

【
社
会
福
祉
審
議
会
総
会
】
６

月
６
日

午
後
２
時
か
ら
市
役

所
本
館
２
階
全
員
協
議
会
室

で
。
健
康
福
祉
政
策
課
（

・
７
１
６
２
）

【
教
育
委
員
会
定
例
会
】
６
月

６
日

午
後
３
時
か
ら
総
合
セ

ン
タ
ー

階
教
育
委
員
会
室

で
。
教
育
委
員
会
総
務
課
（

・
７
６
２
０
）

【
農
業
委
員
会
定
例
会
】
６
月

日

午
後
１
時

分
か
ら
市

役
所
本
館
２
階
全
員
協
議
会
室

で
。
農
業
委
員
会
事
務
局
（

・
７
４
２
１
）

候
補
で
き
る
人
は
、
同
選
挙
の

被
選
挙
権
が
あ
る
人
で
す
。

日
時

６
月

日

午
後
２
時

か
ら

会
場

総
合
セ
ン
タ
ー
６
階
会

議
室

問
合
先

選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（

・
７
６
７
６
）

市
は
就
職
を
目
指
す
障
が
い

者
を
対
象
に
、
合
同
就
職
面
接

・
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
会
場

６
月

日

午

障
が
い
者
合
同
就
職

障
が
い
者
合
同
就
職

面
接
相
談
会
を
開
催

面
接
相
談
会
を
開
催

９
月
７
日

に
高
槻
現
代
劇

場
で
開
催
さ
れ
る
健
康
フ
ェ
ア

で
体
操
・
ダ
ン
ス
な
ど
の
演
技

健
康
づ
く
り
に
ジ
ャ
ン
プ

健
康
づ
く
り
に
ジ
ャ
ン
プ

出
演
団
体

出
演
団
体

を
発
表
。

組
（
多
数
抽
選
）
。

無
料
。
申
し
込
み
は
５
月

日

６
月
６
日
（
金
・
必
着
）

に
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
に
、
団

体
名
、
人
数
、
種
目
、
代
表
者

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
書

い
て
、
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
（
〒

・
０
０
５
２
城
東
町

５
番
１
号

・
９
１
１
２
、

・
７
５
６
９
）
へ
。

５
月

日
は
世
界
禁
煙
デ

ー
、
５
月

日
か
ら
６
月
６
日

ま
で
は
禁
煙
週
間
で
す
。

喫
煙
は
が
ん
や
脳
卒
中
、
心

臓
病
、
ぜ
ん
そ
く
、
歯
周
病
な

ど
の
病
気
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
喫
煙
が
原
因
の
病
気
の
一

つ
、

（
慢
性
閉
塞
性

肺
疾
患
）
は
、
肺
の
機
能
低
下

が
進
み
、
息
切
れ
や
慢
性
的
な

せ
き
や
た
ん
と
い
っ
た
症
状
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
進
行
す
れ

ば
、
呼
吸
不
全
に
つ
な
が
る
こ

と
も
あ
り
、
命
に
関
わ
る
病
気

で
す
。
し
か
し
、

を

患
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
て

い
な
い
人
も
多
い
た
め
、
長
年

喫
煙
し
て
い
る
人
は
注
意
が
必

要
で
す
。

ま
た
、
他
人
の
た
ば
こ
の
煙

を
吸
い
込
む
受
動
喫
煙
に
よ
る

健
康
被
害
も
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
喫
煙
し
て
い
る
人
は
自

分
の
た
め
に
も
周
り
の
人
の
た

め
に
も
禁
煙
に
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
禁
煙
治
療
は
保
険

適
用
に
よ
る
治
療
が
可
能
で
す

（
一
定
条
件
あ
り
）
。
ま
ず
は

近
く
の
禁
煙
外
来
の
あ
る
医
療

機
関
や
市
保
健
所
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
合
先

総
務
医
薬
課
（

・
９
３
３
０
）

５／
世
界
禁
煙
デ
ー

禁
煙
に
取
り
組
も
う

５／
市
内
で
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
全

体
に
黒
く
、
背
と
腹
に
赤
い
模
様
が
あ
る
の
が
特
徴
で
、

メ
ス
の
体
長
は
約
１

で
す
。
強
い
毒
を
持
っ
て
い
ま

す
が
、
攻
撃
性
は
な
く
、
素
手
で
触
ら
な
け
れ
ば
か
ま
れ

る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
側
溝
の
掃
除
や
庭
の
手
入
れ
を

行
う
と
き
は
軍
手
な
ど
を

着
用
し
、
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

か
ま
れ
た
と
き
は
、
水

や
温
水
で
洗
い
、
す
ぐ
に

医
療
機
関
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
先

保
健
衛
生
課

（

・
９
３
３
１
）

セアカゴケグモに注意セアカゴケグモに注意

の
決
定
通
知
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

問
合
先

市
民
税
課
（

・

７
１
３
２
）

平
成

年
度
介
護
保
険
料
納

入
通
知
書
・
特
別
徴
収
額
通
知

書
を
６
月
中
旬
に
発
送
し
ま

す
。
普
通
徴
収
の
人
の
納
付
は

６
月

来
年
３
月
の

回
払
い

で
す
。

問
合
先

国
民
健
康
保
険
課

（

・
７
０
７
５
）

介
護
保
険
料
納
入

介
護
保
険
料
納
入

通
知
書
を
発
送

通
知
書
を
発
送

バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て

い
る
納
付
書
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま

す
。
便
利
な
口
座
振
替
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
固
定
資
産
税
都
市
計
画
税
第

１
期
分
、軽
自
動
車
税
全
期
分
】

納
期
限
は
６
月
２
日

で
す
。

収
納
課
（

・
７
１
５
２
）

【
国
民
健
康
保
険
料
第
２
期
分
】

納
期
限
は
６
月
２
日

で
す
。

国
民
健
康
保
険
課
（

・
７

０
７
６
）

税保
険
料

平
成

年
度
市
・
府
民
税
納

税
通
知
書
は
６
月
２
日

に
、

公
的
年
金
等
受
給
者
へ
は

日

に
発
送
し
ま
す
。
ま
た
、
市

・
府
民
税
が
給
与
か
ら
の
特
別

徴
収
で
あ
る
場
合
は
、
勤
務
先

へ
市
・
府
民
税
特
別
徴
収
税
額

市
府
民
税
の
納
税

市
府
民
税
の
納
税

通
知
書
を
発
送

通
知
書
を
発
送

後
１
時

４
時
（
面
接
の
受
け

付
け
は
午
後
０
時

分

２
時

分
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

１
階
展
示
ホ
ー
ル

※
無
料

面
接
会
の
申
込
方
法

事
前
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
登
録
を

し
て
、
所
定
の
申
込
書
と
履
歴

書
、
障
が
い
者
手
帳
を
持
っ
て

当
日
直
接
、
会
場
へ
。
申
込
書

は
産
業
振
興
課
（
総
合
セ
ン
タ

ー
９
階
）
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
茨

木
で
配
布

問
合
先

産
業
振
興
課
（

・
７
４
１
１
）

６
月
は
就
職
差
別
撤
廃
月
間

で
す
。
府
が
採
用
面
接
時
な
ど

の
差
別
に
つ
い
て
の
相
談
、
関

係
機
関
の
紹
介
な
ど
を
行
う
臨

時
の
電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。 ６

月
は
就
職
差
別

６
月
は
就
職
差
別

撤
廃
月
間

撤
廃
月
間

就
職
差
別

番

・
６
２

１
０
・
９
５
１
８

日
程

６
月

日

日

の
午
前

時

午
後
６
時

問
合
先

府
雇
用
推
進
室
（

・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

府
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研

修
受
講
試
験
の
申
し
込
み
は
、

６
月
２
日

か
ら

日

ま
で

に
府
地
域
福
祉
推
進
財
団
へ
。

同
期
間
中
に
試
験
要
領
を
配
布

し
ま
す
。

配
布
場
所

介
護
保
険
課
（
市

役
所
本
館
１
階

番
窓
口
）
、

市
保
健
所
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
市
役
所
城
西
町
庁
舎
）

問
合
先

府
地
域
福
祉
推
進
財

団
（

・
６
７
６
３
・
８
０

４
４
）

介
護
支
援
専
門
員
の
試
験
申
込

介
護
支
援
専
門
員
の
試
験
申
込

期
間
は
６
月
２
日

日

期
間
は
６
月
２
日

日

審
議
会
な
ど
の
日
程

審
議
会
な
ど
の
日
程

資資
源源
とと
しし
てて
再再
生生
利利
用用
をを
推推
奨奨

５５月月 日日はは ごごみみゼゼロロのの日日

子子
どど
もも
のの
歯歯
のの
おお
話話

親親
子子
教教
室室

親親
子子
でで

楽楽
しし
くく
遊遊
びび
まま
しし
ょょ
うう

親親
子子
でで
楽楽
しし
くく

つつ
なな
がが
りり
遊遊
びび

地地
域域
にに
開開
くく
保保
育育

６６
月月
のの
日日
程程

子子
どど
もも
子子
育育
てて
支支
援援
新新
制制
度度
にに
関関
すす
るる
条条
例例
案案

議
会
日
程

議
会
日
程

納

期

限

納

期

限

（
敬
称
略
、
寄
付
順
）

市
社
会
福
祉
協
議
会
分

ビ
ュ

ー
テ
ィ
ー
５
サ
ロ
ン

２
万
円

堤
菊
美

１
万
円

藤
飯
京

子

５
千
円

匿
名

万
円

匿
名

１
万
円

趣
味
ハ
イ

キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

１
万
円

高
槻
地
区
保
護
司
会

２
千

円

匿
名

１
万
円

匿
名

万
円

磐
手
少
年
野
球

３

万
８
千

円

高
槻
オ
ニ
オ
ン

ク
ラ
ブ

８
万
９
千

円

■ ■■■■■■■
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■ ■
■ ■
■ ■
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５
月

日

午
後
１
時

４

時

分
に
同
大
学（
奈
佐
原
四
）

で
。
講
師
は
内
閣
府
食
品
安
全

委
員
会
・
山
添
康
さ
ん
ほ
か
。

無
料
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（

・

７
７
０
０
）
。

６
月

日

午
後
７
時

８

時
に
総
合
セ
ン
タ
ー
６
階
で
。

申
込
順

人
。
無
料
。
申
し
込

み
は
５
月

日

６
月

日

に
電
話
で
、
長
寿
生
き
が
い

課
（

・
７
１
６
６
）
へ
。

６
月

日

午
後
２
時

４

時
に
北
摂
総
合
病
院
地
域
在
宅

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
北
柳
川
町
）

で
。
申
込
順

人
。
無
料
。
申

大
阪
薬
科
大
学
市
民
講
座

大
阪
薬
科
大
学
市
民
講
座

健
や
か
な
老
い
を
求
め
て

健
や
か
な
老
い
を
求
め
て

平
日
夜
の
認
知
症

平
日
夜
の
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

養
成
講
座

し
込
み
は
５
月

日

か
ら
電

話
で
、
同
病
院
（

・
５
５

８
５
）
へ
。

６
月

日

午
前

時

正

午
に
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
。
講
師
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

・
久
世
恵
美
子
さ
ん
。
申
込
順

人
。
無
料
。
申
し
込
み
は
５

月

日

か
ら
電
話
か
直
接
ま

た
は
、
フ
ァ
ク
ス
で
、
同
セ
ン

タ
ー
（

・
０
２
６
７
、

・
３
５
０
８
）
へ
。

６
月

日

午
前

時

午

後
４
時
５
分
に
市
消
防
本
部

で
。
申
込
順

人
。
申
し
込
み

は
６
月
９
日

日

に
所

定
の
申
込
用
紙
と
写
真
、
教
材

費
２
千

円
、
甲
種
防
火
管
理

講
習
の
修
了
が
確
認
で
き
る
も

の
を
持
っ
て
直
接
、
消
防
本
部

予
防
課
（

・
７
９
８
５
）

へ
。い

ず
れ
も
午
前

時

正
午

ゆ
う
・
あ
い
セ
ン
タ
ー
福
祉

ゆ
う
・
あ
い
セ
ン
タ
ー
福
祉

講
演
会

癒
し
の
ヨ
ー
ガ

講
演
会

癒
し
の
ヨ
ー
ガ

防
災
管
理
新
規
講
習

防
災
管
理
新
規
講
習

男
女
共
同
参
画
課
の

男
女
共
同
参
画
課
の

講
座
講
座

に
ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
で
。
申
込

順
各

人
。
無
料
。
申
し
込
み

は
５
月

日

か
ら
電
話
か
直

接
、
男
女
共
同
参
画
課
（

・
３
７
２
５
）
へ
。

【
ど
な
い
し
ま
す
か
？
リ
タ
イ

ア
後
の
生
活
】
７
月
２
日

。

講
師
は
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
教

授
・
石
蔵
文
信
さ
ん

【
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
意
識
し
た

職
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
】

７
月
５
日

。
講
師
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
・

横
山
由
紀
子
さ
ん
。
保
育
あ
り

（
１
歳
６
カ
月

就
学
前
、

人
。申
込
期
限
は
６
月

日

）

６
・
７
・

・

月

来
年

３
月
の
第
３
日
曜
日
と

月
２

日

に
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
（
こ
と
ば
の
学
習
会
は
９

月
７
日

も
）
。
対
象
は
聞
こ

え
と
こ
と
ば
に
不
安
が
あ
る
小

学
生
。
申
込
順
各

人
。
無
料
。

申
し
込
み
は
５
月

日

か
ら

各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
、
市
障
害

児
者
団
体
連
絡
協
議
会
（

・
０
６
７
２
、

・
４
７
１

４
）
へ
。

難
聴
児
向
け
の
教
室

難
聴
児
向
け
の
教
室

認
知
症
は
病
院
に
行
っ
て
も

仕
方
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。
認
知
症
か
も
し
れ
な
い

と
思
い
始
め
て
か
ら
数
年
経
過

し
、
か
な
り
症
状
が
進
ん
で
対

処
が
難
し
く
な
っ
て
か
ら
初
め

て
受
診
に
至
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
し
か
し
認
知
症
も
ほ

か
の
病
気
と
同
様
に
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

認
知
症
を
早
く
発
見
で
き
る

と
、
な
ぜ
い
い
の
で
し
ょ
う
。

４
つ
の
メ
リ
ッ
ト
を
お
伝
え
し

ま
す
。

【
４
つ
の
メ
リ
ッ
ト
】

正
常
圧
水
頭
症
や
硬
膜
下
血

腫
の
よ
う
に
手
術
で
治
る
も
の

も
あ
り
ま
す

薬
に
よ
っ
て
進
行
を
遅
ら
せ

る
こ
と
も
可
能
で
す
。
発
病
初

期
に
内
服
す
る
と
効
果
的
な
薬

も
あ
り
ま
す

認
知
症
の
理
解
を
深
め
、
対

応
法
を
知
る
こ
と
で
、
適
切
な

治
療
や
ケ
ア
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す

今
後
の
こ
と
を
本
人
と
一
緒

に
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
支
援
す
る
態
勢
を
整
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す

認
知
症
は
誰
で
も
な
る
可
能

性
の
あ
る
脳
の
病
気
で
す
。
最

近
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
い

今

ま
で
の
自
分
と
何
か
違
う

な

ど
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば

医
療
機
関
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
長
寿
生
き
が
い
課
な

ど
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
長
寿
生
き
が
い
課
）

【
こ
と
ば
の
学
習
会
】
午
前

時

正
午

【
書
道
教
室
】
午
後
１
時

２

時【
英
語
教
室
】
午
後
２
時

３

時
ス
ニ
ー
カ
ー
・
タ
ッ
プ
ダ
ン

ス
、
ア
ロ
ハ
・
フ
ラ
、
カ
ラ
オ

ケ
、
健
康
体
操
、
介
護
予
防
体

操
、
唱
歌
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど

講
座
。
い
ず
れ
も
申
込

順
。
入
会
金
千
円
、
受
講
料
月

千
円
。
申
し
込
み
は
５
月

日

か
ら
直
接
、同
セ
ン
タ
ー（

・
５
４
７
７
）
へ
。

桃
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

桃
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
開
講
講
座

セ
ン
タ
ー
開
講
講
座

〈少女 という

視覚記号と

バルテュスの〈少女

公開講演会公開講演会

７月５日 ９月７日 に京

都市美術館で開催される 世

紀最後の巨匠 画家バルテュス

の大回顧展に関連する講演会を

開催します。

日時 ６月 日 午後２時

３時 分 ※無料

会場 生涯学習センター２階

多目的ホール

講師 京都市美術館・尾崎眞

人さん

定員 人 ※多数抽選

申込方法 ６月４日（水・必

着）までに往復はがきに、催

し名、住所、氏名（ふりがな）、

電話番号を書いて、生涯学習

センター（ ・ ）へ。

はがき１枚に１人

６
月

日

午
後
１
時

分

３
時
に
今
城
塚
古
代
歴
史
館

（

・
０
８
２
０
）
で
。

人
。
無
料
。
当
日
正
午
か
ら
整

理
券
を
配
布
。

６
月

日

午
前

時

分

正
午
に
し
ろ
あ
と
歴
史
館

で
。
講
師
は
同
館
学
芸
員
。

人
（
多
数
抽
選
）
。
無
料
。
申

し
込
み
は
６
月
８
日
（
日
・
必

着
）
ま
で
に
直
接
ま
た
は
、
フ

ァ
ク
ス
か
往
復
は
が
き
に
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書
い

て
、
し
ろ
あ
と
歴
史
館
（
〒

・
０
０
７
５
城
内
町
１
番
７
号

・
３
９
８
７
、

・
３

９
８
４
）
へ
。

５
月

日

、
６
月
１
日

の
午
前

時

午
後
４
時
（
受

け
付
け
は
３
時
ま
で
）
に
ハ
ニ

ワ
工
場
公
園
で
。
講
師
は
陶
芸

家
・
井
出
照
子
さ
ん
ほ
か
。
ハ

ニ
ワ
づ
く
り

円

ス
ケ
ッ

森
田
館
長
の
歴
史
講
座

森
田
館
長
の
歴
史
講
座

三
島
大
溝
の
開
削
と
竹
村
屯
倉

三
島
大
溝
の
開
削
と
竹
村
屯
倉

江
戸
時
代
の
手
習
い

江
戸
時
代
の
手
習
い

古
文
書
学
習
事
始
め

古
文
書
学
習
事
始
め

ハ
ニ
ワ
づ
く
り
と

ハ
ニ
ワ
づ
く
り
と

ス
ケ
ッ
チ
ぬ
り
絵
大
会

ス
ケ
ッ
チ
ぬ
り
絵
大
会

チ
・
ぬ
り
絵

無
料（
絵
の
具
、

ク
レ
ヨ
ン
な
ど
は
持
参
）
。
当

日
直
接
、
会
場
へ
。
文
化
財
課

（

・
７
６
５
２
）
。

６
月

日

午
後
１
時

分

４
時
に
歴
史
民
俗
資
料
館

で
。
１
回

分
。
講
師
は

法
人
市
文
化
財
ス
タ
ッ

フ
の
会
。
無
料
。
当
日
直
接
、

会
場
へ
。し
ろ
あ
と
歴
史
館（

・
３
９
８
７
）
。

綿
く
り
・
糸
つ
む
ぎ
体
験

綿
く
り
・
糸
つ
む
ぎ
体
験

い
ず
れ
も
申
込
順
各

人
。

保
育
あ
り
（
申
込
期
限
は

５

月

日

６
月
４
日

日

）
。

【

子
育
て
自
分
育
て
と
も
に

楽
し
む
コ
ツ
】
６
月
４
日

午

前

時

正
午
に
如
是
公
民
館

（

・
１
８
６
６
）
で
。
講

師
は
子
育
て
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
・
冨
村
恵
子
さ
ん

【

ま
な
び
合
い
・
気
づ
き
会

い
・
た
す
け
愛
】
６
月

日

午
後
１
時

分

３
時

分
に

芥
川
公
民
館
（

・
１
４
２

３
）
で
。
講
師
は

法
人

い
き
い
き
会
・
坂
田
朱
美
さ
ん

【

仕
事
が
私
を
育
て
て
く
れ

る
】
６
月

日

午
前

時

正
午
に
今
城
塚
公
民
館
（

・
３
３
３
１
）
で
。
講
師
は
市

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

６
館
連
携
女
性
講
座

高
槻

６
館
連
携
女
性
講
座

高
槻

キ
ラ
リ
素
敵
な
女
性
み
っ
け

キ
ラ
リ
素
敵
な
女
性
み
っ
け

ー
・
堀
川
茂
野
さ
ん

６
月

日

午
前

時

正

午
に
如
是
公
民
館
（

・
１

８
６
６
）
で
。
講
師
は
落
語
家

・
露
の
団
六
さ
ん
。
申
込
順

人
。
保
育
あ
り
（
申
込
期
限
は

５
月

日

）
。

６
月

日

午
前

時

正

午
に
五
領
公
民
館
（

・
６

１
６
９
）
で
。
講
師
は
島
本
町

社
会
福
祉
協
議
会
・
永
井
由
美

子
さ
ん
。
申
込
順

人
。
保
育

あ
り
（
申
込
期
限
は
６
月
４
日

）
。

６
月

日

ス
ズ
メ
（
南

大
冠
公
民
館

・
１
４
７

７
）

日

カ
ラ
ス
（
三

箇
牧
公
民
館

・
０
９
６

５
）

日

ツ
バ
メ
（
五

領
公
民
館

・
６
１
６
９
）。

い
ず
れ
も
午
前

時

正
午
。

講
師
は
あ
く
あ
ぴ
あ
芥
川
・
高

ふ
れ
あ
い
ア
ッ
プ

ふ
れ
あ
い
ア
ッ
プ

噺
家
が
考
え
る
人
権

噺
家
が
考
え
る
人
権

輝
く
女
性
に
聞
く

さ
あ
、

輝
く
女
性
に
聞
く

さ
あ
、

あ
な
た
も
今
日
か
ら
国
際
人

あ
な
た
も
今
日
か
ら
国
際
人

マ
チ
に
住
む
鳥

マ
チ
に
住
む
鳥

田
み
ち
よ
さ
ん
。
申
込
順
各

人
。６

月

日

阿
武
山
公
民

館
（

・
０
１
８
８
）

日

真
上
公
民
館
（

・

２
５
０
９
）

日

南
大

冠
公
民
館（

・
１
４
７
７
）

７
月
１
日

磐
手
公
民
館

（

・
２
１
１
０
）

４
日

日
吉
台
公
民
館
（

・

６
６
３
６
）

７
日

富
田

公
民
館
（

・
１
６
７
１
）

日

如
是
公
民
館
（

・
１
８
６
６
）
。
い
ず
れ
も

午
前

時

午
後
３
時
。
講
師

は
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室
。
各

人
（
多
数
抽
選
）
。
申
込
期
限

は
５
月

日

。

６
月

日

・

日

の
午

前

時

正
午
に
北
清
水
公
民

館
（

・
３
１
９
０
）
で
。

講
師
は
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
・
丸
尾
仁
志
さ
ん
。
申
込
順

人
。
保
育
あ
り
（
申
込
期
限

は
６
月

日

）
。

シ
ニ
ア
の
た
め
の

シ
ニ
ア
の
た
め
の

初
め
て
の
ス
マ
ホ

初
め
て
の
ス
マ
ホ

終
活
っ
て
何
？
生
前
整
理

終
活
っ
て
何
？
生
前
整
理

・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

南
大
冠
公
民
館
と
同
館
併
設

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
は

７
月

日

か
ら

月

日

南
大
冠
公
民
館
が
休
館

７
月

日

月

日

併
設
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
も

ま
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
な

ど
の
工
事
の
た
め
休
館
し
ま

す
。

月
１
日

か
ら
は
１
階

部
分
を
開
館
し
、
全
館
開
館
は

来
年
３
月
１
日

予
定
で
す
。

ほ
か
の
公
民
館
を
利
用
す
る
な

ど
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
全
館
開
館
ま
で
は
同

館
は
避
難
所
と
し
て
開
設
し
ま

せ
ん
の
で
、
南
大
冠
小
学
校
な

ど
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

同
館
（

・
１
４

７
７
）

シリーズ
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街街
頭頭
犯犯
罪罪
、、特特
殊殊
詐詐
欺欺
がが
多多
発発

昨昨
年年
のの
市市
内内
でで
のの
犯犯
罪罪
発発
生生
状状
況況

乳乳
児児
相相
談談
会会

（（
計計
測測
育育
児児
相相
談談
なな
どど
））

親親
子子
歯歯
みみ
がが
きき
教教
室室

ぱぱ
くく
ぱぱ
くく
教教
室室

（（
離離
乳乳
食食
教教
室室
））

親親
子子
ふふ
れれ
ああ
いい
教教
室室

べべ
びび
ぃぃ
ぷぷ
らら
ざざ

ベベ
ビビ
ーー

ヨヨ
ガガ
をを
体体
験験
しし
てて
みみ
よよ
うう

親親
子子
でで
知知
ろろ
うう

歯歯
とと
歯歯
磨磨
きき
のの
仕仕
方方

キキ
ッッ
ズズ
スス
ポポ
ーー
ツツ
教教
室室

わわ
らら
べべ
うう
たた
とと
絵絵
本本
をを

楽楽
しし
もも
うう

歯歯
のの
おお
話話

仕仕
上上
げげ
磨磨
きき
のの
ポポ
イイ
ンン
トト

絵絵
本本
をを
親親
子子
でで
楽楽
しし
むむ

食食
育育
講講
座座
にに
んん
じじ
んん
クク
ララ
ブブ

幼幼
児児
期期
のの
食食
とと
調調
理理
見見
学学
試試
食食

先先輩輩職職員員のの声声をを、、市市ホホーームム
ペペーージジでで掲掲載載ししてていいまますす

特
に
記
載
の
な
い
催
し
は

い
ず
れ
も
無
料
。
申
し
込
み

は
５
月

日

か
ら
電
話
か

直
接
、
各
公
民
館
へ
。
保
育

あ
り
の
場
合
、
対
象
は
２
歳

就
学
前
、
定
員
は
５
人
。

申
込
方
法

申
込
方
法
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６
月
８
日

午
前

時

正

午
に
あ
く
あ
ぴ
あ
芥
川
（

・
５
０
４
１
）
で
。
雨
天
中
止
。

川
や
林
で
の
野
外
調
査
。
小
学

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

無
料
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

６
月
７
日

午
前
９
時

分

午
後
４
時

分
。
行
き
先
は

伊
賀
の
里
モ
ク
モ
ク
手
づ
く
り

フ
ァ
ー
ム
（
三
重
県
）
。
申
込

順

人
。
千

円
。
申
し
込
み

は
５
月

日

日

に
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
で
、
市
障
害
児

者
団
体
連
絡
協
議
会
（

・

０
６
７
２
、

・
４
７
１
４
）

へ
。６

月
７
日

午
後
２
時

３

時

分
に
総
合
セ
ン
タ
ー
６
階

会
議
室
で
。宇
江
佐
真
理
著
五

月
闇

。
朗
読
は
小
寺
池
朗
読

グ
ル
ー
プ
。
先
着

人
。
無
料
。

ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ

ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ

し
ら
べ
隊
調
査
会

し
ら
べ
隊
調
査
会

精
神
障
が
い
者

精
神
障
が
い
者

交
流
バ
ス
ツ
ア
ー

交
流
バ
ス
ツ
ア
ー

中
央
図
書
館
朗
読
会

中
央
図
書
館
朗
読
会

中
央
図
書
館
（

・
７
８
０

０
）
。

６
月

日

・

日

の
午

前
９
時

午
後
４
時
に
郡
家
新

町

の
畑
で
。
雨
天
の
場
合
は

日

・

日

。
な
く
な
り

次
第
終
了
。
１
株

円
。
当
日

直
接
、
会
場
へ
。
芥
川
農
業
研

究
会
（

・
５
８
２
１
）
。

６
月

日

午
前

時

午

後
３
時
に
摂
津
峡
青
少
年
キ
ャ

ン
プ
場
で
。
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
作

り
な
ど
。
対
象
は
小
学
生

高

校
生
と
そ
の
保
護
者
。
人（
多

数
抽
選
）
。

円
。
申
し
込
み

は
５
月

日

６
月
９
日

（
月
・
必
着
）
に
電
子
申
込
か

往
復
は
が
き
に
、
催
し
名
、
住

所
、
代
表
者
氏
名
、
参
加
者
全

員
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
性

別
・
年
齢
・
学
校
名
・
学
年
、

同
キ
ャ
ン
プ
場
へ
の
交
通
手

旬
を
味
わ
う

旬
を
味
わ
う

じ
ゃ
が
い
も
掘
り

じ
ゃ
が
い
も
掘
り

家
族
で
ア
ウ
ト
ド
ア

家
族
で
ア
ウ
ト
ド
ア

ク
ッ
キ
ン
グ

ク
ッ
キ
ン
グ

段
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
地

域
教
育
青
少
年
課
（

・
７

６
４
８
）
へ
。
は
が
き
１
枚
１

家
族
。

い
ず
れ
も
同
観
測
所
（
奈
佐

原
）
で
。
無
料
。
申
し
込
み
は

５
月

日

か
ら
電
話
で
、
同

観
測
所
（

・
８
８
４
８

月

金
曜
日
午
前

時

午
後

３
時
）
へ
。

【
セ
ミ
ナ
ー
デ
イ
】
６
月

日

・

日

の

午
前

時

分

正
午

午
後
２
時

３
時

分

阿
武
山
・
地
震
計
セ
ミ

ナ
ー
と
観
測
所
・
古
墳
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
な
ど

午
後
１
時

１

時

分

阿
武
山
自
然
ミ
ニ
ガ

イ
ド
。
申
込
順

各

人

人【
フ
リ
ー
見
学
デ
イ
】
６
月

日

・

日

の
午
前

時

午
後
４
時
。

分
ご
と
に
ミ
ニ

プ
ロ
グ
ラ
ム
あ
り
。
要
予
約

６
月

日

午
前

時
に
京

阪
バ
ス
停

鷺
打
橋

集
合
、

正
午
解
散
。
講
師
は
あ
く
あ
ぴ

あ
芥
川
・
花

勝
司
さ
ん
ほ

か
。
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

京
都
大
学
阿
武
山
地
震

京
都
大
学
阿
武
山
地
震

観
測
所
一
般
見
学
会

観
測
所
一
般
見
学
会

唐
崎
わ
ん
ど
観
察
会

唐
崎
わ
ん
ど
観
察
会

伴
。
申
込
順

人
。
無
料
。
申

し
込
み
は
５
月

日

６
月

日

に
電
話
で
、
下
水
河
川

企
画
課
（

・
７
４
３
２
）

へ
。６

月

日

午
前

時

時

分
に
萩
谷
総
合
公
園
で
。

講
師
は
京
都
大
学
大
学
院
助
教

・
西
川
完
途
さ
ん
。
対
象
は
小

学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）
。
申
込
順

人
。
無
料
。

申
し
込
み
は
５
月

日

６

月

日

に
電
話
で
、
み
ど
り

と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
（

・
０
６
４
７
）
へ
。

６
月

日

午
後
１
時

４

時

分
に
高
槻
現
代
劇
場
で
。

先
着

人
。
無
料
。
琴
緑
会
（

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル

と
の
出
会
い

と
の
出
会
い

琴
緑
会
大
正
琴

琴
緑
会
大
正
琴

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
奏
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
奏
会

市
立
各
図
書
館
は
、
蔵
書
点

検
の
た
め
次
の
と
お
り
順
次
休

館
し
ま
す
。

小
寺
池
図
書
館

５
月

日

日

服
部
図
書
館

６

月
２
日

６
日

阿
武
山

図
書
館

６
月
９
日

日

芝
生
図
書
館

６
月

日

日

中
央
図
書
館

６
月

日

日

問
合
先

中
央
図
書
館
（

・
７
８
０
０
）

・
７
３
７
０

樋
口
）
。

５
月

日

・

日

の
午

後
２
時

４
時
に
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
１
階
展
示
ホ
ー
ル
で
。

先
着
各

人
。
無
料
。
市
さ
つ

き
会
（

・
０
１
６
０

森

田
）
。

６
月

日

午
後
１
時

５

時
に
ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
で
。
弁

護
士
の
監
修
の
も
と
、
学
生
が

無
料
法
律
相
談
を
実
施
。
申
込

市
さ
つ
き
会
講
習
会

市
さ
つ
き
会
講
習
会

関
西
大
学
法
律
相
談
所

関
西
大
学
法
律
相
談
所

無
料
法
律
相
談

無
料
法
律
相
談

順

人
。
無
料
。
申
し
込
み
は

５
月

日

か
ら
電
話
で
、
同

相
談
所
（

・
６
１
２
５
・

７
８
５
３

午
後
０
時

分

２
時

分
、
５
時

９
時
）
へ
。

６
月
１
日

午
後
２
時

４

時
に
高
槻
現
代
劇
場
で
。
申
込

順

人
。
千
円
。
申
し
込
み
は

５
月

日

日

に
電
話

で
、
市
コ
ン
サ
ー
ト
協
会
（

・
０
０
３
５

国
久
）
へ
。

６
月

日

午
後
２
時

４

市
新
人
演
奏
会

市
新
人
演
奏
会

狂
言
を
楽
し
む

徳
讃
会

狂
言
を
楽
し
む

徳
讃
会

時
に
善
竹
能
舞
台
（
宮
之
川
原

五
）
で
。
申
込
順

人
。
４
千

円
（
学
生
３
千
円
）
。
申
し
込

み
は
５
月

日

６
月
８
日

に
電
話
で
、
高
和
会
（

・
８
７
５
７

善
竹
）
へ
。

原
則
週
４
日
勤
務
。

人
程

度
。
資
格
は
次
の
す
べ
て
を
満

た
す
人
。
昭
和

年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ

大
型
第
二
種
運

転
免
許
所
有

交
通
違
反
の
累

積
点
数
３
点
以
下

過
去
１
年

以
内
に
運
転
免
許
停
止
処
分
を

受
け
て
い
な
い

変
則
勤
務
が

可
能
な
ど
。
月
額

万
千
円
。

試
験
日
は
６
月

日

。
応
募

は
６
月
６
日（
金
・
消
印
有
効
）

ま
で
に
所
定
の
申
込
書
を
郵
送

か
直
接
、
交
通
部
総
務
課
（

市
営
バ
ス
運
転
士

市
営
バ
ス
運
転
士

（
非
常
勤
職
員
）

（
非
常
勤
職
員
）

・
３
５
０
４
）
へ
。
募
集
要

項
な
ど
は
同
課
、
各
営
業
所
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
。

６
月
中
旬

来
年
３
月
に
週

１
回
６
時
間
程
度
、
市
立
小
学

校
で
勤
務
。
２
人
程
度
。
資
格

は
社
会
福
祉
士
免
許
を
持
ち
、

小
・
中
学
校
で
の
相
談
活
動
な

ど
の
経
験
が
あ
る
人
ま
た
は
、

そ
れ
に
準
じ
る
と
教
育
長
が
判

断
し
た
人
。時
間
給
３
千

円
。

試
験
日
は
６
月
８
日

。
応
募

は
５
月

日

６
月
６
日

に
所
定
の
用
紙
を
持
っ
て
直

接
、
教
育
指
導
課
（
総
合
セ
ン

タ
ー

階

・
７
６
３
１
）

へ
。
所
定
の
用
紙
は
同
課
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー

ワ
ー
カ
ー

７
・
８
月

８
・
９
月
の

週
４
日
午
前
８
時

分

午
後

５
時
（
勤
務
時
間
の
変
更
・
宿

直
勤
務
あ
り
）
に
同
キ
ャ
ン
プ

場
で
勤
務
。

３
人

１
人
。

資
格
は
昭
和

年
４
月
１
日
以

降
生
ま
れ
で
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
を
持
つ
人
。
高
校
生
不

可
。
月
額

万
３
千

円
（
宿

直
は
４
千

円
を
加
算
）
。
試

験
日
は
６
月
７
日

。
応
募
は

５
月

日

６
月
４
日

に

写
真
を
貼
っ
た
所
定
の
用
紙
を

持
っ
て
直
接
、
地
域
教
育
青
少

年
課
（
総
合
セ
ン
タ
ー

階

・
７
６
５
４
）
へ
。
所
定
の

用
紙
は
同
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
配
布
。

摂
津
峡
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
場

摂
津
峡
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
場

管
理
指
導
員
（
非
常
勤
職
員
）

管
理
指
導
員
（
非
常
勤
職
員
）

高槻散策マップ高槻散策マップ

市観光協会発行の、市内のおすすめ
散策コースを掲載した散策マップに、
新エリア 津之江・三島江コース が
加わり、全 コースがそろいました。
同マップでは、散策ルートやおすすめ
スポットを紹介しており、これまでエ
リア別に摂津峡公園や今城塚、富田な
どが発行されています。
また同協会では、ボランティアガイ
ドの紹介を行っています（要予約）。散
策マップと合わせてご利用ください。
散策マップ配布場所・問合先 産業
振興課（総合センター９階 ・
）、観光案内所（ 高槻駅構内）、
市観光協会（高槻町 ・ ）

問合先 移動図書館（ ・ ）

日 程 時 間 駐車場所

６月３日
： ： 月見台あやめ児童遊園横
： ： 今城塚公民館

４日 ： ： 川西小学校
５日 ： ： 松が丘二丁目９番
６日 ： ： 五領小学校

日
： ： 原公民館
： ： 樫田小学校

日 ： ： 東上牧二丁目つばき公園

日
： ： 総持寺団地
： ： 玉川橋団地

日 ： ： 赤大路コミュニティセンター

日
： ： 川久保バス停前
： ： 磐手公民館

日
： ： 下田部団地登町住民センター
： ： 竹の内コミュニティセンター

日
： ： 府営深沢住宅集会所前
： ： 大冠北第１コミュニティセンター

日 ： ： 宮野町サニーハイツ

日
： ： 府営高槻城東住宅
： ： 城南町二丁目かんな児童遊園

７月１日
： ： 月見台あやめ児童遊園横
： ： 今城塚公民館

日 程 時 間 駐車場所

●各記事中の 先着 は当日直接、会場へ ●各記事中のはがきでの申し込みは、８面上欄の例参照●各記事中の 先着 は当日直接、会場へ ●各記事中のはがきでの申し込みは、８面上欄の例参照

【
質
問
】
歯
周
病
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

歯
周
病
菌
に
よ
る
細
菌
感
染
、
成
人
の
多
く
罹
患

【
回
答
】
歯
周
病
は
大
き
く
分
け
て
２
種
類
あ
り
、
若
年
者
に
多

く
み
ら
れ
る
歯
肉
炎
と
、
大
人
に
多
く
み
ら
れ
る
歯
周
炎
と
が
あ

り
ま
す
。
一
般
的
に
は
歯
周
炎
が
多
い
の
で
、
こ
こ
で
は
歯
周
炎

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
歯
周
炎
は
歯
周
病
菌
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
細
菌
感
染
症
で
、
多
く
の
成
人
が
罹
患
（
り
か
ん
）
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
歯
肉
が
赤
く
な
っ
た
り
、
腫
れ
た

り
し
、
進
行
す
る
と
う
み
が
出
た
り
、
歯
が
動
い
た
り
す
る
病
気

で
、
最
後
に
は
歯
が
抜
け
た
り
も
し
ま
す
。
完
全
に
細
菌
を
排
出

す
る
こ
と
が
不
可
能
な
た
め
、
現
在
は
病
状
進
行
の
抑
制
を
図
る

治
療
が
主
と
な
り
ま
す
。

（
市
歯
科
医
師
会
）

歯
の
相
談

歯
の
相
談
Q
&
A

Q
&
A

歯
の
相
談
Q
&
A

自然や教育、芥川の触れあ
いをテーマに活動する団体が
子ども向けの工作やゲーム、
展示などのブースを出展。
日時 ６月７日 午前 時
午後３時 ※無料。当日
直接、会場へ
会場・問合先 あくあぴあ
芥川（ ・ ）

あくあぴあ
ふれあい
フェスタ
ふれあい
フェスタ

津之江

三島江コースが

完成

応応
募募
概概
要要

安安 満満 遺遺 跡跡 公公 園園
開開園園前前かからら

知知
りり
学学
ぶぶ

講講

座座

工作や展示

どど うう
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伝
言
板

は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
よ
る
催
し
や
会
員
募
集

の
案
内
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
詳
し
く
は
、
各
連
絡
先

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
し
ま
す

オ
カ
リ
ナ
つ
く
し
演
奏
会

５
月

日
午
前

時

分
か
ら

ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
で
。
無
料
。

藤
沢
（

・
４
８
４
１
）

民
謡
の
集
い

松
の
会
が
６

月
８
日
午
前

時
か
ら
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
。
無
料
。
松
井

（

４
２
８
０
６
２
７
７
）

街
角
の
シ
ャ
ン
ソ
ン

６
月

日
午
後
１
時

分
か
ら
ク
ロ

ス
パ
ル
高
槻
で
。
無
料
。
昔
農

（

・
５
６
２
１
）

高
血
圧
症
予
防
の
料
理
講
習

会

高
槻
健
康
生
活
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
す
も
す
が
６
月

４
日
午
前

時
か
ら
ク
ロ
ス
パ

ル
高
槻
で
。
千

円
。
伊
藤
（

・
５
９
６
１
）

ベ
ビ
ー
サ
イ
ン

み
に
み
に

く
ら
ぶ
が
６
月

日
午
前

時

か
ら
大
冠
北
第
２
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
。

円
。
坂
本

（

・
９
０
９
１
・
５
６
２

１
）映

画

ワ
ー
カ
ー
ズ

高
槻

上
映
会

法
人
た
か
つ

き
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

６
月

日
午
後
１
時

分
か
ら

ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
で
。
無
料
。

飯
村
（

・
１
９
５
９
）

募
り
ま
す

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

菊

和
会
が
毎
週
火
・
木
曜
日
の
午

前
に
堤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
。
年
会
費
１
万
円
。

宮
川
（

・
３
７
７
７
）

ペ
ン
習
字

な
で
し
こ
会
が

毎
月
第
１
・
４
水
曜
日
の
午
前

に
真
上
公
民
館
な
ど
で
。
月
会

費
千
円
。
大
野
（

・
９
３

９
７
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

高
槻
第

４
団
が
毎
月
第
２
・
４
日
曜
日

の
午
前
に
城
内
公
民
館
な
ど

で
。
４
歳

小
学
２
年
生

円

３

５
年
生

千

円
。

下
野
（

・
６
４
９
３
）

男
声
合
唱
団
コ
ー
ル
バ
ッ
カ

ス

毎
月
第
１
・
２
土
曜
日
と

第
３
・
４
水
曜
日
の
午
後
に
城

内
公
民
館
な
ど
で
。
月
会
費
３

千
円
。
秦
（

・
５
５
８
９
）

パ
ソ
コ
ン

ガ
ッ
ち
ゃ
ん
元

気
塾
が
隔
週
火
曜
日
の
午
後
に

城
内
公
民
館
な
ど
で
。
月
会
費

２
千

円
。
今
井
（

・
３

１
２
５
）

茶
道

茶
々
の
会
が
毎
月
２

回
木
曜
日
の
午
後
に
阿
武
野
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
。
入
会
金

円
、
月
会
費
２

千
円
、
教
材
費

円
。
沢
田
（

・
５
５
５
２
）

女
声
合
唱
団
響

毎
週
金
曜

日
に
城
内
公
民
館
な
ど
で
。
入

会
金
千
円
、
月
会
費
４
千
円
。

國
里
（

・
５
０
４
１
）

女
声
コ
ー
ラ
ス

シ
ン
キ
ー

が
毎
月
２
回
土
曜
日
の
午
後
に

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
。

入
会
金
千
円
、月
会
費
２
千
円
。

室
屋
（

・
３
９
２
０
・
９

３
７
８
）

着
つ
け
サ
ー
ク
ル

毎
月
第

１
・
３
火
曜
日
の
午
後
に
五
領

公
民
館
な
ど
で
。月
会
費
千
円
。

柴
田
（

・
４
９
５
０
）

ジ
ュ
ピ
タ
ー
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

毎
週
月
曜
日
の
午
後
に
日
吉
台

公
民
館
な
ど
で
。
月
会
費
３
千

円
。
対
象
は
初
・
中
級
者
。
園

田
（

・
２
１
３
１
）

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
人
の
交

流

う
の
花
会
が
毎
月
２
回
午

前
に
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
。
月
会
費
千
円
。
中
安

（

・
２
１
０
５
・
９
８
１

６
）火

曜
絵
画
サ
ー
ク
ル

毎
月

第
２
・
４
火
曜
日
の
午
後
に
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
。
３

カ
月
会
費
１
万
円
。
越
智
（

・
５
４
８
５
）

絵
画
同
好
会
彩

毎
月
第
１

・
３
土
曜
日
の
午
前
に
赤
大
路

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
。
３
カ
月
会
費
９
千

円
。

松
浦
（

・
４
４
７
２
）

高
槻
居
合
道
北
摂
会

毎
週

土
曜
日
の
午
後
に
古
曽
部
防
災

公
園
体
育
館
な
ど
で
。
入
会
金

３
千
円
、
月
会
費
２
千
円
。
対

象
は
中
学
生
以
上
。
大
西
（

・
６
８
２
５
・
８
６
７
９
）

９
月
号
か
ら
受
付
期
限
を
変
更

９
月
号
か
ら
受
付
期
限
を
変
更

広
報
た
か
つ
き
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
（
２
面
参
照
）
に
伴

い
、９
月
号
掲
載
分
か
ら
伝

言
板

の
受
付
期
限
を
前
々

月
の

日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

に
変
更
し
ま
す
。
次
号
以
降

の

伝
言
板

掲
載
号
と
申

込
期
間
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。
な
お
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

後
は
、
月
１
回
の
発
行
と
な

る
た
め
、

伝
言
板

は
毎

号
掲
載
し
ま
す
。

問
合
先

営
業
広
報
室
（

・
７
３
０
６
）

歌い手募集
高槻まつり振興会は、一緒に祭りを盛り上
げる高槻音頭の歌い手を募集します。
資格 小学生 高校生
応募方法 ６月 日（水・必着）までに直接
または、はがきに、住所、氏名、電話番号
を書いて、同振興会（〒 ・ 野見町２
番 号 ・ ）へ

スポーツスポーツ
体力づくり教室

いずれも全 回。多数抽選。申し込みは６
月５日（木・消印有効）までに往復はがきに、
教室名、住所、氏名（ふりがな）、年齢、学年、
性別、電話番号を書いて、各施設へ。はがき
１枚につき１人１教室。
【総合スポーツセンター】
ジュニア体育 ７月５日 ９月 日の土曜日
午前９時 分 時 分 時 分 時
分に同センター（〒 ・ 芝生町四丁目
１番１号 ・ ）で。対象は 小学１
３年生 ４ ６年生。各 人。 円
【古曽部防災公園体育館】いずれも７月２日
９月 日に同体育館（〒 ・ 古曽部町
三丁目 番１号 ・ ）で
健康体操 レクリエーションスポーツ 水曜
日午後１時 分 ３時。対象は 歳以上。
人。 円
幼児体育教室 水曜日午後３時 分 ４時
分。対象は３ ６歳の幼児。 人。 円
ジュニアスポーツ 土曜日午前９時 分
時 分。対象は小学生。 人。 円
障がい児親子教室 土曜日午前 時 分 正
午。対象は３歳 小学生の障がい児とその保
護者。 組。 円

市民プール休館日

６月 日 日 は市民プールが利用で
きません。なお、トレーニング室は 日 ・
日 は利用できません。

各スポーツ連盟・団・協会が開催 【問合先】市スポーツ団体協議会（野見町 ・ ）

【会場】 総合体育館、 青少年運動広場、 古曽部防災公園体育館、 ベニーカントリークラブ（島本町）、 郡家テニ
スコート、 南大樋運動広場、 総合スポーツセンターテニスコート、 陸上競技場
【参加料など】団体およびチーム競技は１チーム当たりの参加料。★は登録料などが必要。
【申込方法など】☆は募集要項を文化スポーツ振興課（総合センター８階）、市ホームページ、同協議会窓口・ホームページで配布

大会・教室名 日程 時間 対象・定員 会場 参加料など 申込方法など

弓道競射大会 ６ 、７ ９：
： 弓道場利用許可証取得者 登録 円、

未登録 円
当日９： ９： に直接、会
場へ

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ

市中ブロック交流
会 ６ ６

９：
：

一般 人

円

申込期限は５ ☆

市北ブロック交流
会 ６ 一般 人

申込期限は５ ☆卯の花杯（女性大
会） ６ 女性 人

日本剣道形講習会 ６ １ ：
：

一般

登録 無料、
未登録 円 当日 ： に直接、会場へ

ゴルフ連盟杯 ６ ８：
： 円 ★

５ までに電話で、ゴルフ
連盟事務局（高槻カントリーク
ラブ内 ・ 仲尾）へ

シニアサッカー教室 毎月第２木曜日
（８月を除く）

：
： 歳以上の男性 １回 円 当日 ： に直接、会場へ

ソフトテニスレディース
個人大会 ７ ２ ９：

： 一般女子（２人１ペア） 円 ★ ６ ： ： に直接、
同協議会へ

ソフトボール男女市教育
委員会杯 ８ ９：

：
中学生以上、会長杯未登録
チーム ほか 円 ★ ６ ・ の ：

： に直接、同協議会へ

卓球連盟会長杯親善混合
ダブルス大会 ７ ９：

：

一般の部、シニアの部
※男女ペア合計 歳以上
（当日の年齢）

一般 円、一般・
高校生以下 円、
高校生以下 円 ★

申込期限は７ ２（水・必着）ま
たは、７ ５ ： ：
に直接、同協議会へ ☆

ジュニアテニス教室
（７ ９月）

月・水・金曜日
（月・水は全各９
回、金は全 回）

：
：

５歳 小学２年生 各 人
（多数抽選） 月・水曜日 各

円、金曜日 円申込期限は６ （金・必着）
☆

：
：

小学生 各 人（多数抽
選）

土曜日（全 回） ：
：

小学５年生 中学生 人
（多数抽選） 円

バスケットボール教室 ６ ８ ：
： 小学生以上 人 円 当日 ： ： に直接、会

場へ
女性バドミントン講習
会・交流大会 ６ ９：

： 一般女子 １人 円 申込期限は６ （月・必着）
☆

バ
レ
ー

ボ
ー
ル

シニア大会 ７ ５

９：
：

当日 歳以上。９人制ママ
さんの部 １人 円 ６ ３ ： ：

： ： に直接、同協
議会へ会長杯ソフトバ

レーボール大会 ７ ６ レディース ５人以上
ミックス 男女各３人以上 円

市長杯小学生６人
制大会 ７ 小学生 円 ６ ５ ： ： に直接、

同協議会へ

高槻陸上競技記録会 ６ ９：
：

小学生以上。 、 、
、 、走り幅

跳び、砲丸投げ

１種目 円（初回
円）

当日８： ８： に直接、
会場へ

大会・教室名 日程 時間 対象・定員 会場 参加料など 申込方法など

支支
給給
対対
象象
者者

支支
給給
額額

対対
象象
児児
童童

支支
給給
対対
象象
者者

支支
給給
額額

加加
算算
対対
象象
者者

詐詐欺欺ににごご注注意意

屋屋
内内
でで
防防
災災
行行
政政
無無
線線

●各記事中の 電子申込 は、市ホームページ・携帯サイトの簡易電子申込から手続き可●各記事中の 電子申込 は、市ホームページ・携帯サイトの簡易電子申込から手続き可

伝言板掲載号 受付期間
６月 日号 ６月２日 まで
７月 日号 ６月３日 ７月１日
８月 日号は広報紙を発行しません

９月号
（９月１日発行） ６月 日 ７月 日

月号
（ 月１日発行） ７月 日 ８月 日

月号
（ 月１日発行） ８月 日 ９月 日

８月 日号は広報紙を発行しません

※リニューアル後（９月号）以降の受付期間は発行
月の３カ月前の 日 前々月の 日

子子
育育
てて
世世
帯帯
臨臨
時時
特特
例例
給給
付付
金金

臨臨
時時
福福
祉祉
給給
付付
金金

２２
つつ
のの
給給
付付
金金

２２
つつ
のの
給給
付付
金金
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本紙は古紙配合率70％の紙に、植物性大豆油インキで印刷しています　　�

市市のの手手続続ききやや制制度度、、催催ししななどどはは

午午前前８８時時 午午後後９９時時
（（年年中中無無休休））

おおかかけけ間間違違いいににごご注注意意くくだだささいい

来来年年度度のの市市職職員員をを募募集集
（（４４面面））

ヒヒノノキキのの間間伐伐

森森森森森森森森森森森森森
ととととととととととととと
人人人人人人人人人人人人人
ととととととととととととと
ののののののののののののの
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ななななななななななななな
ががががががががががががが
りりりりりりりりりりりりり

６６
７７
面面
へへ
続続
くく

高 槻 現 代 劇 場高 槻 現 代 劇 場
［市民会館・文化ホール］

チケット受付 問合先

受付時間：午前 時 午後５時

［市民会館・文化ホール］
チケット受付 問合先

受付時間：午前 時 午後５時

高校吹奏楽部によるブラスの祭典

出演：大冠、大阪青凌中・高、北千里、

金光大阪中・高、島本 北摂つばさ、

千里、高槻北、高槻中・高、槻の木、

三島の各校吹奏楽部

６月 日 午後１時 分開演
大ホール（全席自由）

入場無料

タカツキ アーネスト

ダンサーズ

高校生ダンス発表会

出演：芥川、阿武野、大冠、高槻北、槻
の木、三島の各校ダンス部ほか

７月 日 午後２時開演
大ホール（全席自由）
円（当日 円） ※３歳以上有料

６月 日 午前 時から発売
（電話予約は午後２時から）

高槻ジャズストリート

５月３日・４日、高槻ジャズス
トリートが阪急高槻市駅前など市
内 会場で開催され、街中にジャ
ズの音色が響き渡りました。訪れ
た約 万人の観客は、出演者の熱
い演奏に酔いしれました。

健幸ポイント
ポイントを 達成

高
槻
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
、
東

日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
岩
手
県
陸
前
高

田
市
に
約

万
円
を
寄
付
し
、
同
市
か
ら

お
礼
状
を
受
け
ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
４

月

日
に
濱
田
剛
史
市
長
を
訪
問
。
寄
付

金
を
募
る
た
め
、
街
頭
で
募
金
活
動
を
し

た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

高
槻
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

関大生が制作関大生が制作

マナーアップポスターマナーアップポスター
バス車内に掲示バス車内に掲示

バスの乗車マナーアップに役立てバスの乗車マナーアップに役立て
ようと、関西大学の学生が啓発ポスようと、関西大学の学生が啓発ポス
ターを制作。現在、市営バスの車内ターを制作。現在、市営バスの車内
で掲示しています。で掲示しています。

５月 日、 歳以上を対象に５月か
ら実施している 健幸ポイント事業
で、初めて ポイントを達成した熊
谷輝雄さん（写真右）、高田辰義さん
（写真左）が市役所を訪れ、ポイント
と記念品のタオルを交換しました。こ
れは、健康づくりや介護予防に役立つ
講座や健診に参加することで、同課な
どで配布する 健幸パスポート にポ
イントをため，記念品と交換や寄付が
できるものです。皆さんも楽しみなが
ら健康づくりに取り組みましょう。
問合先 長寿生きがい課（ ・
）

市マスコット
キャラクター
・はにたん

総合センター１階ロビー

なかよし教室書道墨彩画展
５月 日 ６月 日

高槻駅南側地下通路

文人書道クラブ作品展
５月 日 ６月９日
いろどりの会色鉛筆画展
５月 日 ６月９日

ミング・阪急高槻２階

弥生会絵画展
５月 日 ６月４日
彩会水彩画作品展
６月６日 日

生涯学習センター１階
市さつき会花季展示会
５月 日 日

クロスパル高槻７階

日吉台絵画サークル展
５月 日 ６月３日
オカダアトリエ絵画教室展覧会
６月５日 日

展示スケジュール展示スケジュール

桃園ギャラリー桃園ギャラリー

えきちかギャラリーえきちかギャラリー

展示館けやき展示館けやき

展示ホール展示ホール

交流ギャラリーはなみずき交流ギャラリーはなみずき

市広報番組案内市広報番組案内

※放送は毎日９時・ 時 分・ 時・ 時 分から 分

ケーブルテレビ

情報情報
ワイドたかつきワイドたかつき

クローズアップ 開館 周年 あくあぴ
あ芥川

私達のコミュニティ 五領地区 地域の未来
は子どもたちの未来

クローズアップ 高槻市の子ども医療の
今

私達のコミュニティ 西大冠地区 和をもっ
て心をつなごう

クローズアップ 開館 周年 あくあぴ
あ芥川

私達のコミュニティ 五領地区 地域の未来
は子どもたちの未来

クローズアップ 高槻市の子ども医療の
今

私達のコミュニティ 西大冠地区 和をもっ
て心をつなごう

○５月 日 まで放送○５月 日 まで放送

○６月１日 ９日 放送○６月１日 ９日 放送

市と高槻商工会議所市と高槻商工会議所

５
月
７
日
、
商
工
業
の
振
興
を
目
的
と
す
る

産

業
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
と
高

槻
商
工
会
議
所
が
連
携
を
強
化
し
、
市
内
産
業
を
活

性
化
さ
せ
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る

パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
強
化
事
業

の
一
環
で
す
。
こ
の
日
は
市
内

へ
の
企
業
誘
致
や
商
店
街
振
興
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
ま
し
た
。

産
業
懇
談
会
を
開
催

【人口】 人（＋ ）【世帯数】 世帯（＋ ） ４月末現在（前月比）【人口】 人（＋ ）【世帯数】 世帯（＋ ） ４月末現在（前月比）


